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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ファコプソラ・パキリジ（Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉ）を防除する
ための、
　（１）　Ｎ－［２－（１，３－ジメチルブチル）フェニル］－１，３－ジメチル－１Ｈ
－ピラゾール－４－カルボキサミド；
　（２）　Ｎ－［２－（１，３－ジメチルブチル）フェニル］－５－フルオロ－１，３－
ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド；
　（３）　Ｎ－［２－（１，３－ジメチルブチル）フェニル］－５－クロロ－１，３－ジ
メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド；
　（４）　３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－［２－（１，３－ジメチルブチル）フェニル
］－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド；
　（５）　３－（トリフルオロメチル）－Ｎ－［２－（１，３－ジメチルブチル）フェニ
ル］－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド；
　（６）　３－（トリフルオロメチル）－Ｎ－［２－（１，３－ジメチルブチル）フェニ
ル］－５－クロロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド；
　（７）　１，３－ジメチル－Ｎ－［２－（１，３，３－トリメチルブチル）フェニル］
－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド；
　（８）　５－フルオロ－１，３－ジメチル－Ｎ－［２－（１，３，３－トリメチルブチ
ル）フェニル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド；
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　（９）　３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－Ｎ－［２－（１，３，３－トリメチ
ルブチル）フェニル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド；
　（１０）　３－（トリフルオロメチル）－１－メチル－Ｎ－［２－（１，３，３－トリ
メチルブチル）フェニル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド；
　（１１）　３－（トリフルオロメチル）－５－フルオロ－１－メチル－Ｎ－［２－（１
，３，３－トリメチルブチル）フェニル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド；
　（１２）　３－（トリフルオロメチル）－５－クロロ－１－メチル－Ｎ－［２－（１，
３，３－トリメチルブチル）フェニル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド；
　（１８）　Ｎ－（３－ｐ－トリルチオフェン－２－イル）－１－メチル－３－トリフル
オロメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド；
　（１９）　ペンチオピラド；
　（２１）　Ｎ－（３’，４’－ジクロロ－５－フルオロ－１，１’－ビフェニル－２－
イル）－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミ
ド；
　（２２）　３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－｛３’－フルオロ－４’－［（Ｅ）－（メ
トキシイミノ）メチル］－１，１’－ビフェニル－２－イル｝－１－メチル－１Ｈ－ピラ
ゾール－４－カルボキサミド；
　（２３）　３－（トリフルオロメチル）－Ｎ－｛３’－フルオロ－４’－［（Ｅ）－（
メトキシイミノ）メチル］－１，１’－ビフェニル－２－イル｝－１－メチル－１Ｈ－ピ
ラゾール－４－カルボキサミド；
　（２４）　Ｎ－（３’，４’－ジクロロ－１，１’－ビフェニル－２－イル）－５－フ
ルオロ－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド；
　（２５）　Ｎ－（４’－クロロ－３’－フルオロ－１，１’－ビフェニル－２－イル）
－２－メチル－４－（トリフルオロメチル）－１，３－チアゾール－５－カルボキサミド
；
　（２６）　Ｎ－（４’－クロロ－１，１’－ビフェニル－２－イル）－４－（ジフルオ
ロメチル）－２－メチル－１，３－チアゾール－５－カルボキサミド；
　（２７）　Ｎ－（４’－ブロモ－１，１’－ビフェニル－２－イル）－４－（ジフルオ
ロメチル）－２－メチル－１，３－チアゾール－５－カルボキサミド；
　（２８）　４－（ジフルオロメチル）－２－メチル－Ｎ－［４’－（トリフルオロメチ
ル）－１，１’－ビフェニル－２－イル］－１，３－チアゾール－５－カルボキサミド；
　（２９）　Ｎ－（４’－ヨード－１，１’－ビフェニル－２－イル）－４－（ジフルオ
ロメチル）－２－メチル－１，３－チアゾール－５－カルボキサミド；
　（３０）　Ｎ－（４’－クロロ－３’－フルオロ－１，１’－ビフェニル－２－イル）
－２－メチル－４－（ジフルオロメチル）－１，３－チアゾール－５－カルボキサミド；
　（３２）　Ｎ－［２－（１，３－ジメチルブチル）フェニル］－１－メチル－４－（ト
リフルオロメチル）－１Ｈ－ピロール－３－カルボキサミド；
　（３３）　Ｎ－（４’－クロロビフェニル－２－イル）－３－ヨード－１－メチル－１
Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド；
　（３４）　４－（ジフルオロメチル）－Ｎ－［３’－フルオロ－４’－（トリフルオロ
メチル）ビフェニル－２－イル］－２－メチル－１，３－チアゾール－５－カルボキサミ
ド；
　（３５）　３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－［２－（３，３－ジメチルブチル）フェニ
ル］－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド；
　（３６）　Ｎ－［２－（３，３－ジメチルブチル）フェニル］－５－フルオロ－１，３
－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド；
　（３７）　Ｎ－［３’－フルオロ－４’－（トリフルオロメチル）ビフェニル－２－イ
ル］－３－ヨード－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド；
　（３８）　３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－［２－（１，３－ジメチルブチル）－４－
フルオロフェニル］－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド；
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　（３９）　４－（ジフルオロメチル）－２－メチル－Ｎ－｛２－［２－（トリメチルシ
リル）エチル］－３－チエニル｝－１，３－チアゾール－５－カルボキサミド；
からなる群から選択されるカルボキサミド類の使用。
【請求項２】
　ファコプソラ・パキリジ（Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉ）を防除する
ための、
　（２）　Ｎ－［２－（１，３－ジメチルブチル）フェニル］－５－フルオロ－１，３－
ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド；及び
　（２１）　Ｎ－（３’，４’－ジクロロ－５－フルオロ－１，１’－ビフェニル－２－
イル）－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミ
ド；
からなる群から選択される、請求項１に記載のカルボキサミド類の使用。
【請求項３】
　ダイズ植物中のファコプソラ・パキリジ（Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚ
ｉ）を防除する方法であって、該ダイズ植物を請求項１又は２に記載のカルボキサミド類
で処理することを特徴とする、前記方法。
【請求項４】
　トランスジェニックダイズ植物の病害を防除するための、請求項３に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、既知カルボキサミド類及び望ましくない微生物を防除するためのそれらの使
用に関する。
【背景技術】
【０００２】
　多くの種類のカルボキサミド類が殺菌特性を有しているということは、既に知られてい
る（例えば、ＷＯ　０４／１０３９７５、ＷＯ　０４／１０３９５３、ＷＯ　０３／０７
０７０５、ＷＯ　０３／０１０１４９、ＷＯ　０２／０５９０８６、ＥＰ－Ａ　０８２４
０９９、ＥＰ－Ａ　０７３７６８２、ＥＰ－Ａ　０５９１６９９、ＥＰ－Ａ　０５８９３
０１、ＥＰ－Ａ　０５４５０９９、ＤＥ－Ａ　２４０９０１１、ＤＥ－Ａ　２００６４７
２、ＪＰ－Ａ　２００１－３０２６０５、ＪＰ－Ａ　１０－２５１２４０、ＪＰ－Ａ　８
－１７６１１２、ＪＰ－Ａ　８－９２２２３、及び、ＪＰ－Ａ　５３－７２８２３参照）
。従って、例えば、多くのカルボキサミド類が知られており、また、それらが、プッシニ
ア類（Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、プッシニア・レコンジタ（Ｐｕｃ
ｃｉｎｉａ　ｒｅｃｏｎｄｉｔａ）、又は、ウロミセス類（Ｕｒｏｍｙｃｅｓ　ｓｐｅｃ
ｉｅｓ）、例えば、ウロミセス・アペンジクラツス（Ｕｒｏｍｙｃｅｓ　ａｐｐｅｎｄｉ
ｃｕｌａｔｕｓ）などに対して使用されるということは、知られている。それら化合物の
活性は良好である。しかしながら、場合によっては、例えば、低施用量においては、それ
ら化合物の活性は不充分である。
【発明の開示】
【０００３】
　上記カルボキサミド類が、別のさび病類、例えば、ごく最近になって遭遇した大豆さび
病（ファコプソラ類（Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、ファコプソラ
・ソジャエ（Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｓｏｊａｅ）、ファコプソラ・パキリジ（Ｐｈａｋ
ｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉ）、ファコプソラ・ビグナエ（Ｐｈａｋｏｐｓｏｒ
ａ　ｖｉｇｎａｅ）、ウレド・ソジャエ（Ｕｒｅｄｏ　ｓｏｊａｅ）、ウロミセス・ソジ
ャエ（Ｕｒｏｍｙｃｅｓ　ｓｏｊａｅ））に対しても有効であるということが見いだされ
、さらにまた、別のさび病類、例えば、コーヒーさび病（ヘリレイア・バスタリクス（Ｈ
ｅｌｉｌｅｉａ　ｖａｓｔａｒｉｘ）に対しても有効であるということが見いだされた。
【０００４】
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　作物保護において特定のさび病菌類（例えば、大豆さび病及びコーヒーさび病）を防除
するために、式（Ｉ）
【０００５】
【化４】

［式中、
　Ａは、場合により置換されていてもよいアリール又は芳香族若しくは非芳香族の５員若
しくは６員の炭素環式環若しくはヘテロ環式環（該ヘテロ環式環は、Ｏ、Ｎ又はＳであり
得る１から３個のヘテロ原子を有する）を表し（該炭素環又はヘテロ環は、アルキル、ハ
ロゲン、ハロアルキル、アルキルチオ、アルキルスルフィニル及びアルキルスルホニルか
らなる群から選択される１、２又は３の置換基を有し得る）；
　Ｒ１は、水素、Ｃ１－Ｃ８－アルキル、Ｃ１－Ｃ６－アルキルスルフィニル、Ｃ１－Ｃ

６－アルキルスルホニル、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ－Ｃ１－Ｃ４－アルキル若しくはＣ３

－Ｃ８－シクロアルキル；いずれの場合も１から９個のフッ素、塩素及び／若しくは臭素
原子を有するＣ１－Ｃ６－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキルチオ、Ｃ１－Ｃ４－
ハロアルキルスルフィニル、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキルスルホニル、ハロ－Ｃ１－Ｃ４－
アルコキシ－Ｃ１－Ｃ４－アルキル若しくはＣ３－Ｃ８－ハロシクロアルキル；ホルミル
、ホルミル－Ｃ１－Ｃ３－アルキル、（Ｃ１－Ｃ３－アルキル）カルボニル－Ｃ１－Ｃ３

－アルキル若しくは（Ｃ１－Ｃ３－アルコキシ）カルボニル－Ｃ１－Ｃ３－アルキル；い
ずれの場合も１から１３個のフッ素、塩素及び／若しくは臭素原子を有するハロ－（Ｃ１

－Ｃ３－アルキル）カルボニル－Ｃ１－Ｃ３－アルキル若しくはハロ－（Ｃ１－Ｃ３－ア
ルコキシ）カルボニル－Ｃ１－Ｃ３－アルキル；（Ｃ１－Ｃ８－アルキル）カルボニル、
（Ｃ１－Ｃ８－アルコキシ）カルボニル、（Ｃ１－Ｃ８－アルキルチオ）カルボニル、（
Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ－Ｃ１－Ｃ４－アルキル）カルボニル、（Ｃ３－Ｃ６－アルケニ
ルオキシ）カルボニル、（Ｃ３－Ｃ６－アルキニルオキシ）カルボニル若しくは（Ｃ３－
Ｃ８－シクロアルキル）カルボニル；いずれの場合も１から９個のフッ素、塩素及び／若
しくは臭素原子を有する（Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキル）カルボニル、（Ｃ１－Ｃ６－ハロ
アルコキシ）カルボニル、（Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキルチオ）カルボニル、（ハロ－Ｃ１

－Ｃ４－アルコキシ－Ｃ１－Ｃ４－アルキル）カルボニル、（Ｃ３－Ｃ６－ハロアルケニ
ルオキシ）カルボニル、（Ｃ３－Ｃ６－ハロアルキニルオキシ）カルボニル若しくは（Ｃ

３－Ｃ８－ハロシクロアルキル）カルボニル；－ＣＨ２－Ｃ≡Ｃ－Ｒ１－Ａ、－ＣＨ２－
ＣＨ＝ＣＨ－Ｒ１－Ａ、－ＣＨ＝Ｃ＝ＣＨ－Ｒ１－Ａ、－Ｃ（＝Ｏ）Ｃ（＝Ｏ）Ｒ２、－
ＣＯＮＲ３Ｒ４若しくは－ＣＨ２ＮＲ５Ｒ６を表し；
　Ｒ１－Ａは、水素、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキル、Ｃ２－Ｃ６－
アルケニル、Ｃ２－Ｃ６－アルキニル、Ｃ３－Ｃ７－シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４－ア
ルコキシ）カルボニル、（Ｃ３－Ｃ６－アルケニルオキシ）カルボニル、（Ｃ３－Ｃ６－
アルキニルオキシ）カルボニル又はシアノを表し；
　Ｒ２は、水素、Ｃ１－Ｃ８－アルキル、Ｃ１－Ｃ８－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－アルコ
キシ－Ｃ１－Ｃ４－アルキル若しくはＣ３－Ｃ８－シクロアルキル；いずれの場合も１か
ら９個のフッ素、塩素及び／若しくは臭素原子を有するＣ１－Ｃ６－ハロアルキル、Ｃ１

－Ｃ６－ハロアルコキシ、ハロ－Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ－Ｃ１－Ｃ４－アルキル若しく
はＣ３－Ｃ８－ハロシクロアルキルを表し；
　Ｒ３及びＲ４は、互いに独立して、それぞれ、水素、Ｃ１－Ｃ８－アルキル、Ｃ１－Ｃ

４－アルコキシ－Ｃ１－Ｃ４－アルキル若しくはＣ３－Ｃ８－シクロアルキル；いずれの
場合も１から９個のフッ素、塩素及び／若しくは臭素原子を有するＣ１－Ｃ８－ハロアル
キル、ハロ－Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ－Ｃ１－Ｃ４－アルキル若しくはＣ３－Ｃ８－ハロ
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シクロアルキルを表し；
　Ｒ３とＲ４は、さらにまた、それらが結合している窒素原子と一緒になって、飽和ヘテ
ロ環（該飽和ヘテロ環は、ハロゲン及びＣ１－Ｃ４－アルキルからなる群からの同一であ
るか又は異なっている置換基で場合により１置換又は多置換されていてもよく、また、該
飽和ヘテロ環は、５から８個の環原子を有し、その際、該ヘテロ環は、酸素、硫黄及びＮ
Ｒ７からなる群からの１個又は２個の非隣接のさらなるヘテロ原子を含み得る）を形成し
；
　Ｒ５及びＲ６は、互いに独立して、水素、Ｃ１－Ｃ８－アルキル若しくはＣ３－Ｃ８－
シクロアルキル；いずれの場合も１から９個のフッ素、塩素及び／若しくは臭素原子を有
するＣ１－Ｃ８－ハロアルキル若しくはＣ３－Ｃ８－ハロシクロアルキルを表し；
　Ｒ５とＲ６は、さらにまた、それらが結合している窒素原子と一緒になって、飽和ヘテ
ロ環（該飽和ヘテロ環は、ハロゲン及びＣ１－Ｃ４－アルキルからなる群からの同一であ
るか又は異なっている置換基で場合により１置換又は多置換されていてもよく、また、該
飽和ヘテロ環は、５から８個の環原子を有し、その際、該ヘテロ環は、酸素、硫黄及びＮ
Ｒ７からなる群からの１個又は２個の非隣接のさらなるヘテロ原子を含み得る）を表し；
　Ｒ７は、水素又はＣ１－Ｃ６－アルキルを表し；
　Ｍは、フェニル環若しくはチオフェン環（これらは、それぞれ、Ｒ８で１置換されてい
る）を表すか、又は、置換Ｃ３－Ｃ６－シクロアルキル若しくはＣ３－Ｃ６－シクロアル
ケニル（これらは、それぞれ、Ｒ８－Ｂで１置換から４置換されている）を表し；
　Ｒ８は、水素、フッ素、塩素、メチル、イソプロピル、メチルチオ又はトリフルオロメ
チルを表し；
　Ｒ８－Ｂは、水素、フッ素、塩素、Ｃ１－Ｃ４－アルキル又はＣ１－Ｃ４－ハロアルキ
ルを表し；
　Ｑは、直接結合、Ｃ１－Ｃ４－アルキレン、Ｃ２－Ｃ４－アルケニレン、Ｏ、Ｓ、ＳＯ
、ＳＯ２又はＮＲ９を表し；
　Ｒ９は、水素、Ｃ１－Ｃ８－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ－Ｃ１－Ｃ４－アルキ
ル、Ｃ１－Ｃ４－アルキルチオ－Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ２－Ｃ８－アルケニル、Ｃ２

－Ｃ８－アルキニル、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキル、Ｃ２－Ｃ６－ハロアルケニル、Ｃ２－
Ｃ６－ハロアルキニル又はＣ３－Ｃ６－シクロアルキルを表し；
　Ｒは、いずれの場合も場合により置換されていてもよいフェニル、シクロアルキル若し
くはビシクロアルキルを表すか、又は、非置換Ｃ２－Ｃ２０－アルキルを表すか、又は、
場合により置換されていてもよいＣ１－Ｃ２０－アルキルを表す］
のカルボキサミド類を用いることができるということが見いだされた。
【０００６】
　式（Ｉ）の化合物は、既知である。
【０００７】
　適切な場合には、式（Ｉ）のカルボキサミド類は、可能なさまざまな異性体形態の混合
物として、特に、立体異性体（例えば、Ｅ及びＺ、トレオ及びエリトロ）の混合物として
存在することが可能であり、及び、光学異性体の混合物としても存在することが可能であ
り、さらにまた、適切な場合には、互変異性体の混合物としても存在することが可能であ
る。式（Ｉ）には、Ｅ異性体とＺ異性体の両方が包含されており、トレオとエリトロの両
方が包含されており、さらにまた、光学異性体も包含されており、これらの異性体の任意
の混合物も包含されており、可能な互変異性体形態も包含されている。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　本発明に従って使用することが可能なカルボキサミド類の一般的な定義は、式（Ｉ）に
よって与えられる。好ましい基の定義について、以下に記載する。
【０００９】
　Ａは、好ましくは、以下の基Ａ１からＡ１９：
【００１０】
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【化５】

のうちの１つを表し、ここで、上記基中、
　Ｒ１２は、水素、シアノ、ハロゲン、ニトロ、Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－ア
ルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－アルキルチオ若しくはＣ３－Ｃ６－シクロアルキルを表すか、又
は、いずれの場合も１から５個のハロゲン原子を有するＣ１－Ｃ４－ハロアルキル、Ｃ１

－Ｃ４－ハロアルコキシ若しくはＣ１－Ｃ４－ハロアルキルチオを表すか、又は、アミノ
カルボニル若しくはアミノカルボニル－Ｃ１－Ｃ４－アルキルを表し；
　Ｒ１３は、水素、ハロゲン、シアノ、Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ
又はＣ１－Ｃ４－アルキルチオを表し；
　Ｒ１４は、水素、Ｃ１－Ｃ４－アルキル、ヒドロキシ－Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ２－
Ｃ６－アルケニル、Ｃ３－Ｃ６－シクロアルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルキルチオ－Ｃ１－Ｃ

４－アルキル若しくはＣ１－Ｃ４－アルコキシ－Ｃ１－Ｃ４－アルキルを表すか、又は、
いずれの場合も１から５個のハロゲン原子を有するＣ１－Ｃ４－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ

４－ハロアルキルチオ－Ｃ１－Ｃ４－アルキル若しくはＣ１－Ｃ４－ハロアルコキシ－Ｃ

１－Ｃ４－アルキルを表すか、又は、フェニルを表し；
　Ｒ１５及びＲ１６は、互いに独立して、水素、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４－アルキル又は１
から５個のハロゲン原子を有するＣ１－Ｃ４－ハロアルキルを表し；
　Ｒ１７は、ハロゲン、シアノ若しくはＣ１－Ｃ４－アルキルを表すか、又は、いずれの
場合も１から５個のハロゲン原子を有するＣ１－Ｃ４－ハロアルキル若しくはＣ１－Ｃ４

－ハロアルコキシを表し；
　Ｒ１８及びＲ１９は、互いに独立して、水素、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４－アルキル又は１
から５個のハロゲン原子を有するＣ１－Ｃ４－ハロアルキルを表し；
　Ｒ２０は、水素、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４－アルキル又は１から５個のハロゲン原子を有
するＣ１－Ｃ４－ハロアルキルを表し；
　Ｒ２１は、水素、ハロゲン、ヒドロキシル、シアノ若しくはＣ１－Ｃ６－アルキルを表
すか、又は、いずれの場合も１から５個のハロゲン原子を有するＣ１－Ｃ４－ハロアルキ
ル、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルコキシ若しくはＣ１－Ｃ４－ハロアルキルチオを表し；
　Ｒ２２は、ハロゲン、ヒドロキシル、シアノ、Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－ア
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ルコキシ若しくはＣ１－Ｃ４－アルキルチオを表すか、又は、いずれの場合も１から５個
のハロゲン原子を有するＣ１－Ｃ４－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキルチオ若し
くはＣ１－Ｃ４－ハロアルコキシを表し；
　Ｒ２３は、水素、ハロゲン、シアノ、Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ
若しくはＣ１－Ｃ４－アルキルチオを表すか、又は、いずれの場合も１から５個のハロゲ
ン原子を有するＣ１－Ｃ４－ハロアルキル若しくはＣ１－Ｃ４－ハロアルコキシを表すか
、又は、Ｃ１－Ｃ４－アルキルスルフィニル若しくはＣ１－Ｃ４－アルキルスルホニルを
表し；
　Ｒ２４は、Ｃ１－Ｃ４－アルキル又は１から５個のハロゲン原子を有するＣ１－Ｃ４－
ハロアルキルを表し；
　Ｒ２５は、Ｃ１－Ｃ４－アルキルを表し；
　Ｑ１は、Ｓ（硫黄）、ＳＯ、ＳＯ２又はＣＨ２を表し；
　ｐは、０、１又は２を表し、そこで、ｐが２を表す場合は、Ｒ２５が同一であるか又は
異なった基を表し；
　Ｒ２６は、Ｃ１－Ｃ４－アルキル又は１から５個のハロゲン原子を有するＣ１－Ｃ４－
ハロアルキルを表し；
　Ｒ２７は、Ｃ１－Ｃ４－アルキル又は１から５個のハロゲン原子を有するＣ１－Ｃ４－
ハロアルキルを表し；
　Ｒ２８及びＲ２９は、互いに独立して、水素、ハロゲン、アミノ、Ｃ１－Ｃ４－アルキ
ル又は１から５個のハロゲン原子を有するＣ１－Ｃ４－ハロアルキルを表し；
　Ｒ３０は、水素、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４－アルキル又は１から５個のハロゲン原子を有
するＣ１－Ｃ４－ハロアルキルを表し；
　Ｒ３１及びＲ３２は、互いに独立して、水素、ハロゲン、アミノ、ニトロ、Ｃ１－Ｃ４

－アルキル又は１から５個のハロゲン原子を有するＣ１－Ｃ４－ハロアルキルを表し；
　Ｒ３３は、水素、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４－アルキル又は１から５個のハロゲン原子を有
するＣ１－Ｃ４－ハロアルキルを表し；
　Ｒ３４は、水素、ハロゲン、アミノ、Ｃ１－Ｃ４－アルキルアミノ、ジ（Ｃ１－Ｃ４－
アルキル）アミノ、シアノ、Ｃ１－Ｃ４－アルキル又は１から５個のハロゲン原子を有す
るＣ１－Ｃ４－ハロアルキルを表し；
　Ｒ３５は、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４－アルキル又は１から５個のハロゲン原子を有するＣ

１－Ｃ４－ハロアルキルを表し；
　Ｒ３６は、水素、ハロゲン、アミノ、Ｃ１－Ｃ４－アルキルアミノ、ジ（Ｃ１－Ｃ４－
アルキル）アミノ、シアノ、Ｃ１－Ｃ４－アルキル又は１から５個のハロゲン原子を有す
るＣ１－Ｃ４－ハロアルキルを表し；
　Ｒ３７は、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４－アルキル又は１から５個のハロゲン原子を有するＣ

１－Ｃ４－ハロアルキルを表し；
　Ｒ３８は、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４－アルキル又は１から５個のハロゲン原子を有するＣ

１－Ｃ４－ハロアルキルを表し；
　Ｒ３９は、水素又はＣ１－Ｃ４－アルキルを表し；
　Ｒ４０は、ハロゲン又はＣ１－Ｃ４－アルキルを表し；
　Ｒ４１は、Ｃ１－Ｃ４－アルキル又は１から５個のハロゲン原子を有するＣ１－Ｃ４－
ハロアルキルを表し；
　Ｒ４２は、水素、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４－アルキル又は１から５個のハロゲン原子を有
するＣ１－Ｃ４－ハロアルキルを表し；
　Ｒ４３は、ハロゲン、ヒドロキシル、Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ
若しくはＣ１－Ｃ４－アルキルチオを表すか、又は、いずれの場合も１から５個のハロゲ
ン原子を有するＣ１－Ｃ４－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキルチオ若しくはＣ１

－Ｃ４－ハロアルコキシを表し；
　Ｒ４４は、水素、シアノ、Ｃ１－Ｃ４－アルキル、１から５個のハロゲン原子を有する
Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ－Ｃ１－Ｃ４－アルキル、ヒドロキ
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シ－Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルキルスルホニル、ジ（Ｃ１－Ｃ４－アルキ
ル）アミノスルホニル若しくはＣ１－Ｃ６－アルキルカルボニルを表すか、又は、いずれ
の場合も場合により置換されていてもよいフェニルスルホニル若しくはベンゾイルを表し
；
　Ｒ４５は、水素、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４－アルキル又は１から５個のハロゲン原子を有
するＣ１－Ｃ４－ハロアルキルを表し；
　Ｒ４６は、水素、ハロゲン、シアノ、Ｃ１－Ｃ４－アルキル又は１から５個のハロゲン
原子を有するＣ１－Ｃ４－ハロアルキルを表し；
　Ｒ４７は、水素、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４－アルキル又は１から５個のハロゲン原子を有
するＣ１－Ｃ４－ハロアルキルを表し；
　Ｒ４８は、Ｃ１－Ｃ４－アルキルを表す。
【００１１】
　Ａは、特に好ましくは、基Ａ１、Ａ２、Ａ３、Ａ４、Ａ５、Ａ６、Ａ９、Ａ１０、Ａ１
１、Ａ１２、Ａ１７又はＡ１８のうちの１つを表す。
【００１２】
　Ａは、極めて特に好ましくは、基Ａ１、Ａ２、Ａ４、Ａ５、Ａ６、Ａ９、Ａ１１、Ａ１
６、Ａ１７、Ａ１８のうちの１つを表す。
【００１３】
　Ａは、とりわけ好ましくは、基Ａ１を表す。
【００１４】
　Ａは、さらにまた、とりわけ好ましくは、基Ａ２を表す。
【００１５】
　Ａは、さらにまた、とりわけ好ましくは、基Ａ４を表す。
【００１６】
　Ａは、さらにまた、とりわけ好ましくは、基Ａ５を表す。
【００１７】
　Ａは、さらにまた、とりわけ好ましくは、基Ａ６を表す。
【００１８】
　Ａは、さらにまた、とりわけ好ましくは、基Ａ９を表す。
【００１９】
　Ａは、さらにまた、とりわけ好ましくは、基Ａ１１を表す。
【００２０】
　Ａは、さらにまた、とりわけ好ましくは、基Ａ１６を表す。
【００２１】
　Ａは、さらにまた、とりわけ好ましくは、基Ａ１８を表す。
【００２２】
　Ｒ１は、好ましくは、水素、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルキルスルフィニ
ル、Ｃ１－Ｃ４－アルキルスルホニル、Ｃ１－Ｃ３－アルコキシ－Ｃ１－Ｃ３－アルキル
若しくはＣ３－Ｃ６－シクロアルキル；いずれの場合も１から９個のフッ素、塩素及び／
若しくは臭素原子を有するＣ１－Ｃ４－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキルチオ、
Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキルスルフィニル、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキルスルホニル、ハロ－
Ｃ１－Ｃ３－アルコキシ－Ｃ１－Ｃ３－アルキル若しくはＣ３－Ｃ８－ハロシクロアルキ
ル；ホルミル、ホルミル－Ｃ１－Ｃ３－アルキル、（Ｃ１－Ｃ３－アルキル）カルボニル
－Ｃ１－Ｃ３－アルキル若しくは（Ｃ１－Ｃ３－アルコキシ）カルボニル－Ｃ１－Ｃ３－
アルキル；いずれの場合も１から１３個のフッ素、塩素及び／若しくは臭素原子を有する
ハロ－（Ｃ１－Ｃ３－アルキル）カルボニル－Ｃ１－Ｃ３－アルキル若しくはハロ－（Ｃ

１－Ｃ３－アルコキシ）カルボニル－Ｃ１－Ｃ３－アルキル；（Ｃ１－Ｃ６－アルキル）
カルボニル、（Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ）カルボニル、（Ｃ１－Ｃ４－アルキルチオ）カ
ルボニル、（Ｃ１－Ｃ３－アルコキシ－Ｃ１－Ｃ３－アルキル）カルボニル、（Ｃ３－Ｃ

４－アルケニルオキシ）カルボニル、（Ｃ３－Ｃ４－アルキニルオキシ）カルボニル若し
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くは（Ｃ３－Ｃ６－シクロアルキル）カルボニル；いずれの場合も１から９個のフッ素、
塩素及び／若しくは臭素原子を有する（Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキル）カルボニル、（Ｃ１

－Ｃ４－ハロアルコキシ）カルボニル、（Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキルチオ）カルボニル、
（ハロ－Ｃ１－Ｃ３－アルコキシ－Ｃ１－Ｃ３－アルキル）カルボニル、（Ｃ３－Ｃ４－
ハロアルケニルオキシ）カルボニル、（Ｃ３－Ｃ４－ハロアルキニルオキシ）カルボニル
若しくは（Ｃ３－Ｃ６－ハロシクロアルキル）カルボニル；－ＣＨ２－Ｃ≡Ｃ－Ｒ１－Ａ

、－ＣＨ２－ＣＨ＝ＣＨ－Ｒ１－Ａ、－ＣＨ＝Ｃ＝ＣＨ－Ｒ１－Ａ、－Ｃ（＝Ｏ）Ｃ（＝
Ｏ）Ｒ２、－ＣＯＮＲ３Ｒ４若しくは－ＣＨ２ＮＲ５Ｒ６を表す。
【００２３】
　Ｒ１は、特に好ましくは、水素、メチル、エチル、ｎ－プロピル、イソプロピル、ｎ－
ブチル、イソブチル、ｓ－ブチル、ｔ－ブチル、ペンチル、ヘキシル、メチルスルフィニ
ル、エチルスルフィニル、ｎ－プロピルスルフィニル、イソプロピルスルフィニル、ｎ－
ブチルスルフィニル、イソブチルスルフィニル、ｓ－ブチルスルフィニル、ｔ－ブチルス
ルフィニル、メチルスルホニル、エチルスルホニル、ｎ－プロピルスルホニル、イソプロ
ピルスルホニル、ｎ－ブチルスルホニル、イソブチルスルホニル、ｓ－ブチルスルホニル
、ｔ－ブチルスルホニル、メトキシメチル、メトキシエチル、エトキシメチル、エトキシ
エチル、シクロプロピル、シクロペンチル、シクロヘキシル、トリフルオロメチル、トリ
クロロメチル、トリフルオロエチル、ジフルオロメチルチオ、ジフルオロクロロメチルチ
オ、トリフルオロメチルチオ、トリフルオロメチルスルフィニル、トリフルオロメチルス
ルホニル、トリフルオロメトキシメチル、ホルミル、－ＣＨ２－ＣＨＯ、－（ＣＨ２）２

－ＣＨＯ、－ＣＨ２－ＣＯ－ＣＨ３、－ＣＨ２－ＣＯ－ＣＨ２ＣＨ３、－ＣＨ２－ＣＯ－
ＣＨ（ＣＨ３）２、－（ＣＨ２）２－ＣＯ－ＣＨ３、－（ＣＨ２）２－ＣＯ－ＣＨ２ＣＨ

３、－（ＣＨ２）２－ＣＯ－ＣＨ（ＣＨ３）２、－ＣＨ２－ＣＯ２ＣＨ３、－ＣＨ２－Ｃ
Ｏ２ＣＨ２ＣＨ３、－ＣＨ２－ＣＯ２ＣＨ（ＣＨ３）２、－（ＣＨ２）２－ＣＯ２ＣＨ３

、－（ＣＨ２）２－ＣＯ２ＣＨ２ＣＨ３、－（ＣＨ２）２－ＣＯ２ＣＨ（ＣＨ３）２、－
ＣＨ２－ＣＯ－ＣＦ３、－ＣＨ２－ＣＯ－ＣＣｌ３、－ＣＨ２－ＣＯ－ＣＨ２ＣＦ３、－
ＣＨ２－ＣＯ－ＣＨ２ＣＣｌ３、－（ＣＨ２）２－ＣＯ－ＣＨ２ＣＦ３、－（ＣＨ２）２

－ＣＯ－ＣＨ２ＣＣｌ３、－ＣＨ２－ＣＯ２ＣＨ２ＣＦ３、－ＣＨ２－ＣＯ２ＣＦ２ＣＦ

３、－ＣＨ２－ＣＯ２ＣＨ２ＣＣｌ３、－ＣＨ２－ＣＯ２ＣＣ１２ＣＣｌ３、－（ＣＨ２

）２－ＣＯ２ＣＨ２ＣＦ３、－（ＣＨ２）２－ＣＯ２ＣＦ２ＣＦ３、－（ＣＨ２）２－Ｃ
Ｏ２ＣＨ２ＣＣｌ３、－（ＣＨ２）２－ＣＯ２ＣＣ１２ＣＣｌ３、メチルカルボニル、エ
チルカルボニル、ｎ－プロピルカルボニル、イソプロピルカルボニル、ｔ－ブチルカルボ
ニル、メトキシカルボニル、エトキシカルボニル、イソプロポキシカルボニル、ｔ－ブト
キシカルボニル、メチルチオカルボニル、エチルチオカルボニル、イソプロピルチオカル
ボニル、ｔ－ブチルチオカルボニル、メトキシメチルカルボニル、エトキシメチルカルボ
ニル、シクロプロピルカルボニル、トリフルオロメチルカルボニル、トリフルオロメトキ
シカルボニル、トリフルオロメチルチオカルボニル、－ＣＨ２－Ｃ≡Ｃ－Ｒ１－Ａ、－Ｃ
Ｈ２－ＣＨ＝ＣＨ－Ｒ１－Ａ、－ＣＨ＝Ｃ＝ＣＨ－Ｒ１－Ａ、－Ｃ（＝Ｏ）Ｃ（＝Ｏ）Ｒ
２、－ＣＯＮＲ３Ｒ４又は－ＣＨ２ＮＲ５Ｒ６を表す。
【００２４】
　Ｒ１は、極めて特に好ましくは、水素、メチル、メトキシメチル、メトキシメチルカル
ボニル、エトキシメチルカルボニル、ホルミル、－ＣＨ２－Ｃ≡ＣＨ、－ＣＨ２－ＣＨ＝
ＣＨ２、－ＣＨ＝Ｃ＝ＣＨ２、－ＣＨ２－ＣＨＯ、－（ＣＨ２）２－ＣＨＯ、－ＣＨ２－
ＣＯ－ＣＨ３、－ＣＨ２－ＣＯ－ＣＨ２ＣＨ３、－ＣＨ２－ＣＯ－ＣＨ（ＣＨ３）２、－
Ｃ（＝Ｏ）ＣＨＯ、－Ｃ（＝Ｏ）Ｃ（＝Ｏ）ＣＨ３、－Ｃ（＝Ｏ）Ｃ（＝Ｏ）ＣＨ２ＯＣ
Ｈ３、－Ｃ（＝Ｏ）ＣＯ２ＣＨ３又は－Ｃ（＝Ｏ）ＣＯ２ＣＨ２ＣＨ３を表す。
【００２５】
　Ｒ１－Ａは、好ましくは、水素、Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキル、
Ｃ２－Ｃ４－アルケニル、Ｃ２－Ｃ４－アルキニル、Ｃ３－Ｃ６－シクロアルキル、（Ｃ

１－Ｃ４－アルコキシ）カルボニル又はシアノを表す。
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【００２６】
　Ｒ１－Ａは、特に好ましくは、水素、メチル又はエチルを表す。
【００２７】
　Ｒ２は、好ましくは、水素、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、Ｃ１－
Ｃ３－アルコキシ－Ｃ１－Ｃ３－アルキル若しくはＣ３－Ｃ６－シクロアルキル；いずれ
の場合も１から９個のフッ素、塩素及び／若しくは臭素原子を有するＣ１－Ｃ４－ハロア
ルキル、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルコキシ、ハロ－Ｃ１－Ｃ３－アルコキシ－Ｃ１－Ｃ３－ア
ルキル若しくはＣ３－Ｃ６－ハロシクロアルキルを表す。
【００２８】
　Ｒ２は、特に好ましくは、水素、メチル、エチル、ｎ－プロピル、イソプロピル、ｔ－
ブチル、メトキシ、エトキシ、ｎ－プロポキシ、イソプロポキシ、ｔ－ブトキシ、メトキ
シメチル、シクロプロピル、トリフルオロメチル又はトリフルオロメトキシを表す。
【００２９】
　Ｒ３及びＲ４は、互いに独立して、好ましくは、水素、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ１－
Ｃ３－アルコキシ－Ｃ１－Ｃ３－アルキル若しくはＣ３－Ｃ６－シクロアルキル；いずれ
の場合も１から９個のフッ素、塩素及び／若しくは臭素原子を有するＣ１－Ｃ４－ハロア
ルキル、ハロ－Ｃ１－Ｃ３－アルコキシ－Ｃ１－Ｃ３－アルキル若しくはＣ３－Ｃ６－ハ
ロシクロアルキルを表す。
【００３０】
　Ｒ３とＲ４は、さらにまた、それらが結合している窒素原子と一緒になって、好ましく
は、飽和ヘテロ環（該飽和ヘテロ環は、ハロゲン及びＣ１－Ｃ４－アルキルからなる群か
らの同一であるか又は異なっている置換基で場合により１置換から４置換されていてもよ
く、また、該飽和ヘテロ環は、５個又は６個の環原子を有し、その際、該ヘテロ環は、酸
素、硫黄及びＮＲ７からなる群からの１個又は２個の非隣接のさらなるヘテロ原子を含み
得る）を形成する。
【００３１】
　Ｒ３及びＲ４は、互いに独立して、特に好ましくは、水素、メチル、エチル、ｎ－プロ
ピル、イソプロピル、ｎ－ブチル、イソブチル、ｓ－ブチル、ｔ－ブチル、メトキシメチ
ル、メトキシエチル、エトキシメチル、エトキシエチル、シクロプロピル、シクロペンチ
ル、シクロヘキシル、トリフルオロメチル、トリクロロメチル、トリフルオロエチル又は
トリフルオロメトキシメチルを表す。
【００３２】
　Ｒ３とＲ４は、さらにまた、それらが結合している窒素原子と一緒になって、特に好ま
しくは、モルホリン、チオモルホリン及びピペラジン（該ピペラジンは、第２の窒素原子
において、Ｒ７で置換されていてもよい）からなる群からの飽和ヘテロ環を形成する（該
基は、それぞれ、フッ素、塩素、臭素及びメチルからなる群からの同一であるか又は異な
っている置換基で場合により１置換から４置換されていてもよい）。
【００３３】
　Ｒ５及びＲ６は、互いに独立して、好ましくは、水素、Ｃ１－Ｃ６－アルキル若しくは
Ｃ３－Ｃ６－シクロアルキル；いずれの場合も１から９個のフッ素、塩素及び／若しくは
臭素原子を有するＣ１－Ｃ４－ハロアルキル若しくはＣ３－Ｃ６－ハロシクロアルキルを
表す。
【００３４】
　Ｒ５とＲ６は、さらにまた、それらが結合している窒素原子と一緒になって、好ましく
は、飽和ヘテロ環（該飽和ヘテロ環は、ハロゲン及びＣ１－Ｃ４－アルキルからなる群か
らの同一であるか又は異なっている置換基で場合により１置換又は多置換されていてもよ
く、また、該飽和ヘテロ環は、５個又は６個の環原子を有し、その際、該ヘテロ環は、酸
素、硫黄及びＮＲ７からなる群からの１個又は２個の非隣接のさらなるヘテロ原子を含み
得る）を形成する。
【００３５】



(11) JP 5069679 B2 2012.11.7

10

20

30

40

50

　Ｒ５及びＲ６は、互いに独立して、特に好ましくは、水素、メチル、エチル、ｎ－プロ
ピル、イソプロピル、ｎ－ブチル、イソブチル、ｓ－ブチル、ｔ－ブチル、メトキシメチ
ル、メトキシエチル、エトキシメチル、エトキシエチル、シクロプロピル、シクロペンチ
ル、シクロヘキシル、トリフルオロメチル、トリクロロメチル、トリフルオロエチル又は
トリフルオロメトキシメチルを表す。
【００３６】
　Ｒ５とＲ６は、さらにまた、それらが結合している窒素原子と一緒になって、特に好ま
しくは、モルホリン、チオモルホリン及びピペラジン（該ピペラジンは、第２の窒素原子
において、Ｒ７で置換されていてもよい）からなる群からの飽和ヘテロ環を形成する（該
基は、それぞれ、フッ素、塩素、臭素及びメチルからなる群からの同一であるか又は異な
っている置換基で場合により１置換から４置換されていてもよい）。
【００３７】
　Ｒ７は、好ましくは、水素又はＣ１－Ｃ４－アルキルを表す。
【００３８】
　Ｒ７は、特に好ましくは、水素、メチル、エチル、ｎ－プロピル、イソプロピル、ｎ－
ブチル、イソブチル、ｓ－ブチル又はｔ－ブチルを表す。
【００３９】
　Ｍは、好ましくは、以下の環
【００４０】
【化６】

［ここで、「＊」が付いている結合は、アミドに結合している］
のうちの１つを表す。
【００４１】
　Ｍは、特に好ましくは、Ｍ－１、Ｍ－７、Ｍ－１２、Ｍ－１４、Ｍ－１５又はＭ－１７
からなる群から選択される環を表す。
【００４２】
　Ｍは、極めて特に好ましくは、環Ｍ－１を表す。
【００４３】
　Ｍは、さらにまた、極めて特に好ましくは、環Ｍ－７を表す。
【００４４】
　Ｍは、さらにまた、極めて特に好ましくは、環Ｍ－１２を表す。
【００４５】
　Ｍは、さらにまた、極めて特に好ましくは、環Ｍ－１４を表す。
【００４６】
　Ｍは、さらにまた、極めて特に好ましくは、環Ｍ－１５を表す。
【００４７】
　Ｍは、さらにまた、極めて特に好ましくは、環Ｍ－１７を表す。
【００４８】
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　ｍは、０、１又は２を表す。
【００４９】
　ｎは、０、１、２、３又は４を表す。
【００５０】
　ｒは、０又は１を表す。
【００５１】
　Ｒ８は、好ましくは、水素を表す。
【００５２】
　ＭがＭ－１を表す場合、Ｒ８は、さらにまた、好ましくは、フッ素を表す（フッ素は、
特に好ましくは、４位、５位又は６位に存在しており、極めて特に好ましくは、４位又は
６位に存在しており、とりわけ、４位に存在している）。
【００５３】
　ＭがＭ－１を表す場合、Ｒ８は、さらにまた、好ましくは、塩素を表す（塩素は、特に
好ましくは、４位又は６位に存在している）。
【００５４】
　ＭがＭ－１を表す場合、Ｒ８は、さらにまた、好ましくは、メチルを表す（メチルは、
特に好ましくは、３位に存在している）。
【００５５】
　ＭがＭ－１を表す場合、Ｒ８は、さらにまた、好ましくは、トリフルオロメチルを表す
（トリフルオロメチルは、特に好ましくは、４位又は６位に存在している）。
【００５６】
　ＭがＭ－２、Ｍ－３、Ｍ－４又はＭ－５を表す場合、Ｒ８は、さらにまた、好ましくは
、フッ素を表す（フッ素は、特に好ましくは、６位（Ｍ－２、Ｍ－３）又は３位（Ｍ－４
、Ｍ－５）に存在している）。
【００５７】
　ＭがＭ－２、Ｍ－３、Ｍ－４又はＭ－５を表す場合、Ｒ８は、さらにまた、好ましくは
、塩素を表す（塩素は、特に好ましくは、６位（Ｍ－２、Ｍ－３）又は３位（Ｍ－４、Ｍ
－５）に存在している）。
【００５８】
　ＭがＭ－２、Ｍ－３、Ｍ－４又はＭ－５を表す場合、Ｒ８は、さらにまた、好ましくは
、メチルを表す（メチルは、特に好ましくは、４位（Ｍ－２）又は３位（Ｍ－３、Ｍ－４
、Ｍ－５）に存在している）。
【００５９】
　ＭがＭ－６を表す場合、Ｒ８は、さらにまた、好ましくは、メチルを表す（メチルは、
特に好ましくは、３位に存在している）。
【００６０】
　ＭがＭ－６を表す場合、Ｒ８は、さらにまた、好ましくは、トリフルオロメチルを表す
（トリフルオロメチルは、特に好ましくは、３位に存在している）。
【００６１】
　ＭがＭ－７、Ｍ－８又はＭ－９を表す場合、Ｒ８は、さらにまた、好ましくは、塩素を
表す（塩素は、特に好ましくは、５位（Ｍ－７、Ｍ－８）又は３位（Ｍ－９）に存在して
いる）。
【００６２】
　ＭがＭ－７、Ｍ－８又はＭ－９を表す場合、Ｒ８は、さらにまた、好ましくは、メチル
を表す（メチルは、特に好ましくは、５位（Ｍ－７、Ｍ－８）又は３位（Ｍ－９）に存在
している）。
【００６３】
　Ｒ８－Ｂは、好ましくは、フッ素、塩素、メチル、エチル、ｎ－プロピル、イソプロピ
ル、ｎ－ブチル、イソブチル、ｓ－ブチル、ｔ－ブチル、トリフルオロメチル又はジフル
オロメチルを表す（ｍ又はｎが１より大きい場合、Ｒ８－Ｂは、同一であっても又は異な
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っていてもよい）。
【００６４】
　Ｑは、好ましくは、直接結合を表す。
【００６５】
　Ｑは、さらにまた、好ましくは、－ＣＨ２－、－（ＣＨ２）２－、－（ＣＨ２）３－、
－ＣＨ（ＣＨ３）－又は－Ｃ（ＣＨ３）２－を表し、特に好ましくは、－ＣＨ２－、－（
ＣＨ２）２－又は－ＣＨ（ＣＨ３）－を表す。
【００６６】
　Ｑは、さらにまた、好ましくは、－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＨ２－ＣＨ＝ＣＨ－又は－ＣＨ
（ＣＨ３）－ＣＨ＝ＣＨ－を表し、特に好ましくは、－ＣＨ＝ＣＨ－又は－ＣＨ２－ＣＨ
＝ＣＨ－を表す。
【００６７】
　Ｑは、さらにまた、好ましくは、Ｏを表す。
【００６８】
　Ｑは、さらにまた、好ましくは、Ｓを表す。
【００６９】
　Ｑは、さらにまた、好ましくは、ＳＯを表す。
【００７０】
　Ｑは、さらにまた、好ましくは、ＳＯ２を表す。
【００７１】
　Ｑは、さらにまた、好ましくは、ＮＲ９を表し、特に好ましくは、ＮＨを表す。
【００７２】
　Ｒ９は、好ましくは、水素、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ１－Ｃ３－アルコキシ－Ｃ１－
Ｃ３－アルキル、Ｃ１－Ｃ３－アルキルチオ－Ｃ１－Ｃ３－アルキル又はＣ３－Ｃ６－シ
クロアルキルを表す。
【００７３】
　Ｒ９は、特に好ましくは、水素、メチル、エチル、ｎ－プロピル、イソプロピル、ｎ－
ブチル、ｓ－ブチル、イソブチル、ｔ－ブチル、メトキシメチル、エトキシメチル、メト
キシエチル、エトキシエチル、メチルチオメチル、エチルチオメチル、メチルチオエチル
、エチルチオエチル又はシクロプロピルを表す。
【００７４】
　Ｒ９は、極めて特に好ましくは、水素、メチル、エチル、ｎ－プロピル、イソプロピル
、イソ－ブチル、ｔ－ブチル、メトキシメチル又はメチルチオメチルを表す。
【００７５】
　Ｒは、好ましくは、同一であるか又は異なっている置換基で場合により１置換から５置
換されていてもよいフェニルを表す（該置換基は、リストＷ１から選択される）。
【００７６】
　Ｒは、特に好ましくは、１置換されているフェニルを表す（該置換基は、リストＷ１か
ら選択される）。
【００７７】
　Ｒは、さらにまた、特に好ましくは、同一であるか又は異なっている置換基で２置換さ
れているフェニルを表す（該置換基は、リストＷ１から選択される）。
【００７８】
　Ｒは、さらにまた、特に好ましくは、同一であるか又は異なっている置換基で３置換さ
れているフェニルを表す（該置換基は、リストＷ１から選択される）。
【００７９】
　Ｒは、極めて特に好ましくは、４位が１置換されているフェニルを表す（該置換基は、
リストＷ１から選択される）。
【００８０】
　Ｒは、極めて特に好ましくは、３，４位が同一であるか又は異なっている置換基で２置
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換されているフェニルを表す（該置換基は、リストＷ１から選択される）。
【００８１】
　Ｒは、極めて特に好ましくは、２，４位が同一であるか又は異なっている置換基で２置
換されているフェニルを表す（該置換基は、リストＷ１から選択される）。
【００８２】
　Ｒは、極めて特に好ましくは、３，５位が同一であるか又は異なっている置換基で２置
換されているフェニルを表す（該置換基は、リストＷ１から選択される）。
【００８３】
　Ｒは、極めて特に好ましくは、２，４，６位が同一であるか又は異なっている置換基で
３置換されているフェニルを表す（該置換基は、リストＷ１から選択される）。
【００８４】
　Ｗ１は、ハロゲン、シアノ、ニトロ、アミノ、ヒドロキシル、ホルミル、カルボキシル
、カルバモイル若しくはチオカルバモイル；
　いずれの場合も１から８個の炭素原子を有していて、いずれの場合も直鎖若しくは分枝
鎖であるアルキル、ヒドロキシアルキル、オキソアルキル、アルコキシ、アルコキシアル
キル、アルキルチオアルキル、ジアルコキシアルキル、アルキルチオ、アルキルスルフィ
ニル若しくはアルキルスルホニル；
　いずれの場合も２から６個の炭素原子を有していて、いずれの場合も直鎖若しくは分枝
鎖であるアルケニル若しくはアルケニルオキシ；
　いずれの場合も１から６個の炭素原子及び同一であるか若しくは異なっている１から１
３個のハロゲン原子を有していて、いずれの場合も直鎖若しくは分枝鎖であるハロアルキ
ル、ハロアルコキシ、ハロアルキルチオ、ハロアルキルスルフィニル若しくはハロアルキ
ルスルホニル；
　いずれの場合も２から６個の炭素原子及び同一であるか若しくは異なっている１から１
１個のハロゲン原子を有していて、いずれの場合も直鎖若しくは分枝鎖であるハロアルケ
ニル若しくはハロアルケニルオキシ；
　いずれの場合も直鎖若しくは分枝鎖であり、それぞれの炭化水素鎖内に１から６個の炭
素原子を有するアルキルアミノ、ジアルキルアミノ、アルキルカルボニル、アルキルカル
ボニルオキシ、アルコキシカルボニル、アルキルアミノカルボニル、ジアルキルアミノカ
ルボニル、アリールアルキルアミノカルボニル若しくはジアルキルアミノカルボニルオキ
シ、それぞれの炭化水素鎖内に２から６個の炭素原子を有するアルケニルカルボニル若し
くはアルキニルカルボニルを表すか；又は
　いずれの場合も３から６個の炭素原子を有するシクロアルキル若しくはシクロアルキル
オキシを表すか；又は
　いずれの場合も二重に結合している、３個若しくは４個の炭素原子を有するアルキレン
、２個若しくは３個の炭素原子を有するオキシアルキレン、若しくは、１個若しくは２個
の炭素原子を有するジオキシアルキレン（これら基は、それぞれ、フッ素、塩素、オキソ
、メチル、トリフルオロメチル及びエチルからなる群からの同一であるか又は異なってい
る置換基で場合により１置換から４置換されていてもよい）；
　基－Ｃ（Ｑ１）＝Ｎ－Ｑ２［ここで、
　Ｑ１は、水素、ヒドロキシル、１から４個の炭素原子を有するアルキル、１から４個の
炭素原子及び同一であるか若しくは異なっている１から９個のハロゲン原子を有するハロ
アルキル、又は、１から６個の炭素原子を有するシクロアルキルを表し；及び、
　Ｑ２は、ヒドロキシル、アミノ、メチルアミノ、フェニル若しくはベンジルを表すか、
又は、１から４個の炭素原子を有していて、いずれの場合もハロゲン－、シアノ－、ヒド
ロキシル－、アルコキシ－、アルキルチオ－、アルキルアミノ－、ジアルキルアミノ－若
しくはフェニル－で場合により置換されていてもよいアルキル若しくはアルコキシを表す
か、又は、いずれの場合も２から４個の炭素原子を有するアルケニルオキシ若しくはアル
キニルオキシを表し；Ｑ２は、さらにまた、以下のものを表す：フェニル、フェノキシ、
フェニルチオ、ベンゾイル、ベンゾイルエテニル、シンナモイル若しくはヘテロシクリル
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、又は、いずれの場合もそれぞれのアルキル部分内に１から３個の炭素原子を有するフェ
ニルアルキル、フェニルアルキルオキシ、フェニルアルキルチオ若しくはヘテロシクリル
アルキル（これら基は、それぞれ、環状部分においてハロゲン及び／又は直鎖若しくは分
枝鎖の１から４個の炭素原子を有するアルキル若しくはアルコキシで場合により１置換か
ら３置換されていてもよい）］を表す。
【００８５】
　Ｗ１は、好ましくは、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル、ｎ－プロピル、イソプロ
ピル、ｎ－ブチル、イソブチル、ｓ－ブチル、ｔ－ブチル、メトキシ、エトキシ、ｎ－プ
ロポキシ、イソプロポキシ、トリフルオロメチル、トリフルオロエチル、ジフルオロメト
キシ、トリフルオロメトキシ、ジフルオロクロロメトキシ若しくはトリフルオロエトキシ
を表すか、又は、いずれの場合も二重に結合しているジフルオロメチレンジオキシ若しく
はテトラフルオロエチレンジオキシを表すか、又は、基－Ｃ（Ｑ１）＝Ｎ－Ｑ２［ここで
、
　Ｑ１は、水素、メチル、エチル、トリフルオロメチル又はシクロプロピルを表し；及び
　Ｑ２は、ヒドロキシル、メトキシ、エトキシ、プロポキシ又はイソプロポキシを表す］
を表す。
【００８６】
　Ｒは、さらにまた、好ましくは、シクロアルキル又はビシクロアルキル（これらは、そ
れぞれ、Ｃ１－Ｃ４－アルキルからなる群からの同一であるか又は異なっている置換基で
場合により１置換から４置換されていてもよく、また、それぞれ、３から１０個の炭素原
子を有する）を表す。
【００８７】
　Ｒは、さらにまた、特に好ましくは、シクロペンチル、シクロヘキシル、シクロヘプチ
ル、シクロオクチル、シクロノニル、ビシクロ［２．２．１］ヘプチル又はビシクロ［２
．２．２］オクチルを表す。
【００８８】
　Ｒは、さらにまた、好ましくは、非置換Ｃ２－Ｃ２０－アルキルを表すか、又は、フッ
素、塩素、臭素、ヨウ素及び／若しくはＣ３－Ｃ６－シクロアルキル（該シクロアルキル
部分は、それに関する限り、フッ素、塩素、臭素、ヨウ素、Ｃ１－Ｃ４－アルキル及びＣ

１－Ｃ４－ハロアルキルからなる群からの同一であるか又は異なっている置換基で場合に
より１置換から４置換されていてもよい）からなる群からの同一であるか若しくは異なっ
ている置換基で１置換若しくは多置換されているＣ１－Ｃ２０－アルキルを表す。
【００８９】
　Ｒは、さらにまた、特に好ましくは、非置換Ｃ２－Ｃ２０－アルキルを表す。
【００９０】
　Ｒは、さらにまた、特に好ましくは、塩素、シクロプロピル、ジクロロシクロプロピル
、シクロブチル、シクロペンチル若しくはシクロヘキシルで置換されているＣ１－Ｃ２０

－アルキルを表す。
【００９１】
　Ｒ１２は、好ましくは、水素、シアノ、フッ素、塩素、臭素、ヨウ素、メチル、エチル
、イソプロピル、メトキシ、エトキシ、メチルチオ、エチルチオ若しくはシクロプロピル
を表すか、又は、いずれの場合も１から５個のフッ素、塩素及び／若しくは臭素原子を有
するＣ１－Ｃ２－ハロアルキル若しくはＣ１－Ｃ２－ハロアルコキシを表すか、又は、ト
リフルオロメチルチオ、ジフルオロメチルチオ、アミノカルボニル、アミノカルボニルメ
チル若しくはアミノカルボニルエチルを表す。
【００９２】
　Ｒ１２は、特に好ましくは、水素、フッ素、塩素、臭素、ヨウ素、メチル、エチル、イ
ソプロピル、モノフルオロメチル、モノフルオロエチル、ジフルオロメチル、トリフルオ
ロメチル、ジフルオロクロロメチル、トリクロロメチル、ジクロロメチル、シクロプロピ
ル、メトキシ、エトキシ、トリフルオロメトキシ、トリクロロメトキシ、メチルチオ、エ
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チルチオ、トリフルオロメチルチオ又はジフルオロメチルチオを表す。
【００９３】
　Ｒ１２は、極めて特に好ましくは、水素、フッ素、塩素、臭素、ヨウ素、メチル、イソ
プロピル、モノフルオロメチル、モノフルオロエチル、ジフルオロメチル、トリフルオロ
メチル、ジフルオロクロロメチル又はトリクロロメチルを表す。
【００９４】
　Ｒ１２は、とりわけ好ましくは、メチル、ジフルオロメチル、トリフルオロメチル又は
１－フルオロエチルを表す。
【００９５】
　Ｒ１３は、好ましくは、水素、フッ素、塩素、臭素、ヨウ素、メチル、エチル、メトキ
シ、エトキシ、メチルチオ又はエチルチオを表す。
【００９６】
　Ｒ１３は、特に好ましくは、水素、フッ素、塩素、臭素、ヨウ素又はメチルを表す。
【００９７】
　Ｒ１３は、極めて特に好ましくは、水素、フッ素、塩素又はメチルを表す。
【００９８】
　Ｒ１４は、好ましくは、水素、メチル、エチル、ｎ－プロピル若しくはイソプロピルを
表すか、又は、１から５個のフッ素、塩素及び／若しくは臭素原子を有するＣ１－Ｃ２－
ハロアルキルを表すか、又は、ヒドロキシメチル、ヒドロキシエチル、シクロプロピル、
シクロペンチル、シクロヘキシル若しくはフェニルを表す。
【００９９】
　Ｒ１４は、特に好ましくは、水素、メチル、エチル、イソプロピル、トリフルオロメチ
ル、ジフルオロメチル、ヒドロキシメチル、ヒドロキシエチル又はフェニルを表す。
【０１００】
　Ｒ１４は、極めて特に好ましくは、水素、メチル、トリフルオロメチル又はフェニルを
表す。
【０１０１】
　Ｒ１４は、とりわけ好ましくは、メチルを表す。
【０１０２】
　Ｒ１５及びＲ１６は、互いに独立して、好ましくは、水素、フッ素、塩素、臭素、メチ
ル、エチル又は、１から５個のフッ素、塩素及び／若しくは臭素原子を有するＣ１－Ｃ２

－ハロアルキルを表す。
【０１０３】
　Ｒ１５及びＲ１６は、互いに独立して、特に好ましくは、水素、フッ素、塩素、臭素、
メチル、エチル、ジフルオロメチル、トリフルオロメチル、ジフルオロクロロメチル又は
トリクロロメチルを表す。
【０１０４】
　Ｒ１５及びＲ１６は、互いに独立して、極めて特に好ましくは、水素、フッ素、塩素、
臭素、メチル、エチル、ジフルオロメチル、トリフルオロメチル又はトリクロロメチルを
表す。
【０１０５】
　Ｒ１５及びＲ１６は、とりわけ好ましくは、それぞれ水素を表す。
【０１０６】
　Ｒ１７は、好ましくは、フッ素、塩素、臭素、シアノ、メチル、エチル又は、いずれの
場合も１から５個のフッ素、塩素及び／若しくは臭素原子を有するＣ１－Ｃ２－ハロアル
キル若しくはＣ１－Ｃ２－ハロアルコキシを表す。
【０１０７】
　Ｒ１７は、特に好ましくは、フッ素、塩素、臭素、シアノ、メチル、トリフルオロメチ
ル、トリフルオロメトキシ、ジフルオロメトキシ、ジフルオロクロロメトキシ又はトリク
ロロメトキシを表す。
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【０１０８】
　Ｒ１７は、極めて特に好ましくは、フッ素、塩素、臭素、ヨウ素、メチル、トリフルオ
ロメチル又はトリフルオロメトキシを表す。
【０１０９】
　Ｒ１７は、とりわけ好ましくは、メチルを表す。
【０１１０】
　Ｒ１７は、とりわけ好ましくは、トリフルオロメチルを表す。
【０１１１】
　Ｒ１８及びＲ１９は、互いに独立して、好ましくは、水素、フッ素、塩素、臭素、メチ
ル、エチル又は、１から５個のフッ素、塩素及び／若しくは臭素原子を有するＣ１－Ｃ２

－ハロアルキルを表す。
【０１１２】
　Ｒ１８及びＲ１９は、互いに独立して、特に好ましくは、水素、フッ素、塩素、臭素、
メチル、エチル、ジフルオロメチル、トリフルオロメチル、ジフルオロクロロメチル又は
トリクロロメチルを表す。
【０１１３】
　Ｒ１８及びＲ１９は、互いに独立して、極めて特に好ましくは、水素、フッ素、塩素、
臭素、メチル、エチル、ジフルオロメチル、トリフルオロメチル又はトリクロロメチルを
表す。
【０１１４】
　Ｒ１８及びＲ１９は、とりわけ好ましくは、それぞれ水素を表す。
【０１１５】
　Ｒ２０は、好ましくは、水素、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル又は、１から５個
のフッ素、塩素及び／若しくは臭素原子を有するＣ１－Ｃ２－ハロアルキルを表す。
【０１１６】
　Ｒ２０は、特に好ましくは、水素、フッ素、塩素、臭素、ヨウ素、メチル又はトリフル
オロメチルを表す。
【０１１７】
　Ｒ２０は、極めて特に好ましくは、メチルを表す。
【０１１８】
　Ｒ２０は、とりわけ好ましくは、トリフルオロメチルを表す。
【０１１９】
　Ｒ２１は、好ましくは、水素、フッ素、塩素、臭素、ヨウ素、ヒドロキシル、シアノ若
しくはＣ１－Ｃ４－アルキルを表すか、又は、いずれの場合も１から５個のフッ素、塩素
及び／若しくは臭素原子を有するＣ１－Ｃ２－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ２－ハロアルコキ
シ若しくはＣ１－Ｃ２－ハロアルキルチオを表す。
【０１２０】
　Ｒ２１は、特に好ましくは、水素、フッ素、塩素、臭素、ヨウ素、ヒドロキシル、シア
ノ、メチル、エチル、ｎ－プロピル、イソプロピル、ｎ－ブチル、イソブチル、ｓ－ブチ
ル、ｔ－ブチル、ジフルオロメチル、トリフルオロメチル、ジフルオロクロロメチル、ト
リクロロメチル、トリフルオロメトキシ、ジフルオロメトキシ、ジフルオロクロロメトキ
シ、トリクロロメトキシ、トリフルオロメチルチオ、ジフルオロメチルチオ、ジフルオロ
クロロメチルチオ又はトリクロロメチルチオを表す。
【０１２１】
　Ｒ２１は、極めて特に好ましくは、水素、フッ素、塩素、臭素、ヨウ素、メチル、ジフ
ルオロメチル、トリフルオロメチル又はトリクロロメチルを表す。
【０１２２】
　Ｒ２１は、とりわけ好ましくは、ヨウ素、メチル、ジフルオロメチル又はトリフルオロ
メチルを表す。
【０１２３】
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　Ｒ２２は、好ましくは、フッ素、塩素、臭素、ヨウ素、ヒドロキシル、シアノ、Ｃ１－
Ｃ４－アルキル、メトキシ、エトキシ、メチルチオ、エチルチオ、ジフルオロメチルチオ
若しくはトリフルオロメチルチオを表すか、又は、いずれの場合も１から５個のフッ素、
塩素及び／若しくは臭素原子を有するＣ１－Ｃ２－ハロアルキル若しくはＣ１－Ｃ２－ハ
ロアルコキシを表す。
【０１２４】
　Ｒ２２は、特に好ましくは、フッ素、塩素、臭素、ヨウ素、ヒドロキシル、シアノ、メ
チル、エチル、ｎ－プロピル、イソプロピル、ｎ－ブチル、イソブチル、ｓ－ブチル、ｔ
－ブチル、トリフルオロメチル、ジフルオロメチル、ジフルオロクロロメチル、トリクロ
ロメチル、メトキシ、エトキシ、メチルチオ、エチルチオ、ジフルオロメチルチオ、トリ
フルオロメチルチオ、トリフルオロメトキシ、ジフルオロメトキシ、ジフルオロクロロメ
トキシ又はトリクロロメトキシを表す。
【０１２５】
　Ｒ２２は、極めて特に好ましくは、フッ素、塩素、臭素、ヨウ素、メチル、トリフルオ
ロメチル、ジフルオロメチル又はトリクロロメチルを表す。
【０１２６】
　Ｒ２３は、好ましくは、水素、フッ素、塩素、臭素、ヨウ素、シアノ、Ｃ１－Ｃ４－ア
ルキル、メトキシ、エトキシ、メチルチオ若しくはエチルチオを表すか、又は、いずれの
場合も１から５個のフッ素、塩素及び／若しくは臭素原子を有するＣ１－Ｃ２－ハロアル
キル若しくはＣ１－Ｃ２－ハロアルコキシを表すか、又は、Ｃ１－Ｃ２－アルキルスルフ
ィニル若しくはＣ１－Ｃ２－アルキルスルホニルを表す。
【０１２７】
　Ｒ２３は、特に好ましくは、水素、フッ素、塩素、臭素、ヨウ素、シアノ、ｎ－プロピ
ル、イソプロピル、ｎ－ブチル、イソブチル、ｓ－ブチル、ｔ－ブチル、トリフルオロメ
チル、ジフルオロメチル、ジフルオロクロロメチル、トリクロロメチル、メトキシ、エト
キシ、メチルチオ、エチルチオ、トリフルオロメトキシ、ジフルオロメトキシ、ジフルオ
ロクロロメトキシ、トリクロロメトキシ、メチルスルフィニル又はメチルスルホニルを表
す。
【０１２８】
　Ｒ２３は、極めて特に好ましくは、水素、フッ素、塩素、臭素、ヨウ素、ｎ－プロピル
、イソプロピル、ｎ－ブチル、イソブチル、ｓ－ブチル、ｔ－ブチル、トリフルオロメチ
ル、ジフルオロメチル、トリクロロメチル、メチルスルフィニル又はメチルスルホニルを
表す。
【０１２９】
　Ｒ２３は、とりわけ好ましくは、水素を表す。
【０１３０】
　Ｒ２４は、好ましくは、メチル、エチル又は、１から５個のフッ素、塩素及び／若しく
は臭素原子を有するＣ１－Ｃ２－ハロアルキルを表す。
【０１３１】
　Ｒ２４は、特に好ましくは、メチル、エチル、トリフルオロメチル、ジフルオロメチル
、ジフルオロクロロメチル又はトリクロロメチルを表す。
【０１３２】
　Ｒ２５は、好ましくは、メチル又はエチルを表す。
【０１３３】
　Ｒ２５は、特に好ましくは、メチルを表す。
【０１３４】
　Ｑ１は、好ましくは、Ｓ（硫黄）、ＳＯ２又はＣＨ２を表す。
【０１３５】
　Ｑ１は、特に好ましくは、Ｓ（硫黄）又はＣＨ２を表す。
【０１３６】
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　Ｑ１は、極めて特に好ましくは、Ｓ（硫黄）を表す。
【０１３７】
　ｐは、好ましくは、０又は１を表す。
【０１３８】
　ｐは、特に好ましくは、０を表す。
【０１３９】
　Ｒ２６は、好ましくは、メチル、エチル又は、１から５個のフッ素、塩素及び／若しく
は臭素原子を有するＣ１－Ｃ２－ハロアルキルを表す。
【０１４０】
　Ｒ２６は、特に好ましくは、メチル、エチル、トリフルオロメチル、ジフルオロメチル
、ジフルオロクロロメチル又はトリクロロメチルを表す。
【０１４１】
　Ｒ２６は、極めて特に好ましくは、メチル、トリフルオロメチル、ジフルオロメチル又
はトリクロロメチルを表す。
【０１４２】
　Ｒ２７は、好ましくは、メチル、エチル又は、１から５個のフッ素、塩素及び／若しく
は臭素原子を有するＣ１－Ｃ２－ハロアルキルを表す。
【０１４３】
　Ｒ２７は、特に好ましくは、メチル、エチル、トリフルオロメチル、ジフルオロメチル
、ジフルオロクロロメチル又はトリクロロメチルを表す。
【０１４４】
　Ｒ２７は、極めて特に好ましくは、メチル、トリフルオロメチル、ジフルオロメチル又
はトリクロロメチルを表す。
【０１４５】
　Ｒ２８及びＲ２９は、互いに独立して、好ましくは、水素、フッ素、塩素、臭素、アミ
ノ、メチル、エチル又は、１から５個のフッ素、塩素及び／若しくは臭素原子を有するＣ

１－Ｃ２－ハロアルキルを表す。
【０１４６】
　Ｒ２８及びＲ２９は、互いに独立して、特に好ましくは、水素、フッ素、塩素、臭素、
メチル、エチル、トリフルオロメチル、ジフルオロメチル、ジフルオロクロロメチル又は
トリクロロメチルを表す。
【０１４７】
　Ｒ２８及びＲ２９は、互いに独立して、極めて特に好ましくは、水素、フッ素、塩素、
臭素、メチル、トリフルオロメチル、ジフルオロメチル又はトリクロロメチルを表す。
【０１４８】
　Ｒ２８及びＲ２９は、とりわけ好ましくは、それぞれ水素を表す。
【０１４９】
　Ｒ３０は、好ましくは、水素、フッ素、塩素、臭素、ヨウ素、メチル、エチル又は、１
から５個のフッ素、塩素及び／若しくは臭素原子を有するＣ１－Ｃ２－ハロアルキルを表
す。
【０１５０】
　Ｒ３０は、特に好ましくは、水素、フッ素、塩素、臭素、ヨウ素、メチル、エチル、ト
リフルオロメチル、ジフルオロメチル、ジフルオロクロロメチル又はトリクロロメチルを
表す。
【０１５１】
　Ｒ３０は、極めて特に好ましくは、水素、フッ素、塩素、臭素、ヨウ素、メチル、トリ
フルオロメチル、ジフルオロメチル又はトリクロロメチルを表す。
【０１５２】
　Ｒ３０は、とりわけ好ましくは、メチルを表す。
【０１５３】
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　Ｒ３１及びＲ３２は、互いに独立して、好ましくは、水素、フッ素、塩素、臭素、アミ
ノ、ニトロ、メチル、エチル又は、１から５個のフッ素、塩素及び／若しくは臭素原子を
有するＣ１－Ｃ２－ハロアルキルを表す。
【０１５４】
　Ｒ３１及びＲ３２は、互いに独立して、特に好ましくは、水素、フッ素、塩素、臭素、
ニトロ、メチル、エチル、トリフルオロメチル、ジフルオロメチル、ジフルオロクロロメ
チル又はトリクロロメチルを表す。
【０１５５】
　Ｒ３１及びＲ３２は、互いに独立して、極めて特に好ましくは、水素、フッ素、塩素、
臭素、メチル、トリフルオロメチル、ジフルオロメチル又はトリクロロメチルを表す。
【０１５６】
　Ｒ３１及びＲ３２は、とりわけ好ましくは、それぞれ水素を表す。
【０１５７】
　Ｒ３３は、好ましくは、水素、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル又は、１から５個
のフッ素、塩素及び／若しくは臭素原子を有するＣ１－Ｃ２－ハロアルキルを表す。
【０１５８】
　Ｒ３３は、特に好ましくは、水素、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル、トリフルオ
ロメチル、ジフルオロメチル、ジフルオロクロロメチル又はトリクロロメチルを表す。
【０１５９】
　Ｒ３３は、極めて特に好ましくは、水素、フッ素、塩素、臭素、メチル、トリフルオロ
メチル、ジフルオロメチル又はトリクロロメチルを表す。
【０１６０】
　Ｒ３３は、とりわけ好ましくは、メチルを表す。
【０１６１】
　Ｒ３４は、好ましくは、水素、フッ素、塩素、臭素、アミノ、Ｃ１－Ｃ４－アルキルア
ミノ、ジ（Ｃ１－Ｃ４－アルキル）アミノ、シアノ、メチル、エチル又は、１から５個の
フッ素、塩素及び／若しくは臭素原子を有するＣ１－Ｃ２－ハロアルキルを表す。
【０１６２】
　Ｒ３４は、特に好ましくは、水素、フッ素、塩素、臭素、アミノ、メチルアミノ、ジメ
チルアミノ、シアノ、メチル、エチル、トリフルオロメチル、ジフルオロメチル、ジフル
オロクロロメチル又はトリクロロメチルを表す。
【０１６３】
　Ｒ３４は、極めて特に好ましくは、水素、フッ素、塩素、臭素、アミノ、メチルアミノ
、ジメチルアミノ、メチル、トリフルオロメチル、ジフルオロメチル又はトリクロロメチ
ルを表す。
【０１６４】
　Ｒ３４は、とりわけ好ましくは、アミノ、メチルアミノ、ジメチルアミノ、メチル又は
トリフルオロメチルを表す。
【０１６５】
　Ｒ３５は、好ましくは、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル又は、１から５個のフッ
素、塩素及び／若しくは臭素原子を有するＣ１－Ｃ２－ハロアルキルを表す。
【０１６６】
　Ｒ３５は、特に好ましくは、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル、トリフルオロメチ
ル、ジフルオロメチル、ジフルオロクロロメチル又はトリクロロメチルを表す。
【０１６７】
　Ｒ３５は、極めて特に好ましくは、フッ素、塩素、臭素、メチル、トリフルオロメチル
、ジフルオロメチル又はトリクロロメチルを表す。
【０１６８】
　Ｒ３５は、とりわけ好ましくは、メチル、トリフルオロメチル又はジフルオロメチルを
表す。
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【０１６９】
　Ｒ３６は、好ましくは、水素、フッ素、塩素、臭素、アミノ、Ｃ１－Ｃ４－アルキルア
ミノ、ジ（Ｃ１－Ｃ４－アルキル）アミノ、シアノ、メチル、エチル又は、１から５個の
フッ素、塩素及び／若しくは臭素原子を有するＣ１－Ｃ２－ハロアルキルを表す。
【０１７０】
　Ｒ３６は、特に好ましくは、水素、フッ素、塩素、臭素、アミノ、メチルアミノ、ジメ
チルアミノ、シアノ、メチル、エチル、トリフルオロメチル、ジフルオロメチル、ジフル
オロクロロメチル又はトリクロロメチルを表す。
【０１７１】
　Ｒ３６は、極めて特に好ましくは、水素、フッ素、塩素、臭素、アミノ、メチルアミノ
、ジメチルアミノ、メチル、トリフルオロメチル、ジフルオロメチル又はトリクロロメチ
ルを表す。
【０１７２】
　Ｒ３６は、とりわけ好ましくは、アミノ、メチルアミノ、ジメチルアミノ、メチル又は
トリフルオロメチルを表す。
【０１７３】
　Ｒ３７は、好ましくは、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル又は、１から５個のフッ
素、塩素及び／若しくは臭素原子を有するＣ１－Ｃ２－ハロアルキルを表す。
【０１７４】
　Ｒ３７は、特に好ましくは、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル、トリフルオロメチ
ル、ジフルオロメチル、ジフルオロクロロメチル又はトリクロロメチルを表す。
【０１７５】
　Ｒ３７は、極めて特に好ましくは、フッ素、塩素、臭素、メチル、トリフルオロメチル
、ジフルオロメチル又はトリクロロメチルを表す。
【０１７６】
　Ｒ３７は、とりわけ好ましくは、メチル、トリフルオロメチル又はジフルオロメチルを
表す。
【０１７７】
　Ｒ３８は、好ましくは、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル又は、１から５個のフッ
素、塩素及び／若しくは臭素原子を有するＣ１－Ｃ２－ハロアルキルを表す。
【０１７８】
　Ｒ３８は、特に好ましくは、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル、トリフルオロメチ
ル、ジフルオロメチル、ジフルオロクロロメチル又はトリクロロメチルを表す。
【０１７９】
　Ｒ３８は、極めて特に好ましくは、フッ素、塩素、臭素、メチル、トリフルオロメチル
、ジフルオロメチル又はトリクロロメチルを表す。
【０１８０】
　Ｒ３９は、好ましくは、水素、メチル又はエチルを表す。
【０１８１】
　Ｒ３９は、特に好ましくは、メチルを表す。
【０１８２】
　Ｒ４０は、好ましくは、フッ素、塩素、臭素、メチル又はエチルを表す。
【０１８３】
　Ｒ４０は、特に好ましくは、フッ素、塩素又はメチルを表す。
【０１８４】
　Ｒ４１は、好ましくは、メチル、エチル又は、１から５個のフッ素、塩素及び／若しく
は臭素原子を有するＣ１－Ｃ２－ハロアルキルを表す。
【０１８５】
　Ｒ４１は、特に好ましくは、メチル、エチル、トリフルオロメチル、ジフルオロメチル
、ジフルオロクロロメチル又はトリクロロメチルを表す。
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【０１８６】
　Ｒ４１は、極めて特に好ましくは、メチル、トリフルオロメチル、ジフルオロメチル又
はトリクロロメチルを表す。
【０１８７】
　Ｒ４１は、とりわけ好ましくは、メチル又はトリフルオロメチルを表す。
【０１８８】
　Ｒ４２は、好ましくは、水素、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル又は、１から５個
のフッ素、塩素及び／若しくは臭素原子を有するＣ１－Ｃ２－ハロアルキルを表す。
【０１８９】
　Ｒ４２は、特に好ましくは、水素、フッ素、塩素、臭素、メチル又はトリフルオロメチ
ルを表す。
【０１９０】
　Ｒ４３は、好ましくは、フッ素、塩素、臭素、ヨウ素、ヒドロキシル、Ｃ１－Ｃ４－ア
ルキル、メトキシ、エトキシ、メチルチオ、エチルチオ、ジフルオロメチルチオ若しくは
トリフルオロメチルチオを表すか、又は、いずれの場合も１から５個のフッ素、塩素及び
／若しくは臭素原子を有するＣ１－Ｃ２－ハロアルキル若しくはＣ１－Ｃ２－ハロアルコ
キシを表す。
【０１９１】
　Ｒ４３は、特に好ましくは、フッ素、塩素、臭素、ヨウ素、メチル、エチル、ｎ－プロ
ピル、イソプロピル、ｎ－ブチル、イソブチル、ｓ－ブチル、ｔ－ブチル、トリフルオロ
メチル、ジフルオロメチル、ジフルオロクロロメチル又はトリクロロメチルを表す。
【０１９２】
　Ｒ４３は、極めて特に好ましくは、フッ素、塩素、臭素、ヨウ素、メチル、トリフルオ
ロメチル、ジフルオロメチル又はトリクロロメチルを表す。
【０１９３】
　Ｒ４４は、好ましくは、水素、メチル、エチル又は、１から５個のフッ素、塩素及び／
若しくは臭素原子を有するＣ１－Ｃ２－ハロアルキルを表すか、又は、Ｃ１－Ｃ２－アル
コキシ－Ｃ１－Ｃ２－アルキル、ヒドロキシメチル、ヒドロキシエチル、メチルスルホニ
ル若しくはジメチルアミノスルホニルを表す。
【０１９４】
　Ｒ４４は、特に好ましくは、水素、メチル、エチル、トリフルオロメチル、メトキシメ
チル、エトキシメチル、ヒドロキシメチル又はヒドロキシエチルを表す。
【０１９５】
　Ｒ４４は、極めて特に好ましくは、メチル又はメトキシメチルを表す。
【０１９６】
　Ｒ４５は、好ましくは、水素、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル又は、１から５個
のフッ素、塩素及び／若しくは臭素原子を有するＣ１－Ｃ２－ハロアルキルを表す。
【０１９７】
　Ｒ４５は、特に好ましくは、水素、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル、トリフルオ
ロメチル、ジフルオロメチル又はトリクロロメチルを表す。
【０１９８】
　Ｒ４５は、極めて特に好ましくは、水素又はメチルを表す。
【０１９９】
　Ｒ４６は、好ましくは、水素、フッ素、塩素、臭素、ヨウ素、シアノ、メチル、エチル
若しくはイソプロピルを表すか、又は、１から５個のフッ素、塩素及び／若しくは臭素原
子を有するＣ１－Ｃ２－ハロアルキルを表す。
【０２００】
　Ｒ４６は、特に好ましくは、水素、フッ素、塩素、臭素、シアノ、メチル、エチル、イ
ソプロピル、トリフルオロメチル、ジフルオロメチル、ジフルオロクロロメチル又はトリ
クロロメチルを表す。
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【０２０１】
　Ｒ４６は、極めて特に好ましくは、水素、メチル、ジフルオロメチル又はトリフルオロ
メチルを表す。
【０２０２】
　Ｒ４７は、好ましくは、水素、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル又は、１から５個
のフッ素、塩素及び／若しくは臭素原子を有するＣ１－Ｃ１－ハロアルキルを表す。
【０２０３】
　Ｒ４７は、特に好ましくは、水素、フッ素、塩素、臭素、ヨウ素、メチル又はトリフル
オロメチルを表す。
【０２０４】
　Ｒ４７は、極めて特に好ましくは、水素を表す。
【０２０５】
　Ｒ４８は、好ましくは、メチル、エチル、ｎ－プロピル又はイソプロピルを表す。
【０２０６】
　Ｒ４８は、特に好ましくは、メチル又はエチルを表す。
【０２０７】
　式中の全ての基がそれぞれ上記で挙げた好ましい意味を有している式（Ｉ）の化合物は
、好ましい。
【０２０８】
　式中の全ての基がそれぞれ上記で挙げた特に好ましい意味を有している式（Ｉ）の化合
物は、特に好ましい。
【０２０９】
　式（Ｉ）の重要な化合物は、以下に挙げる化合物である：
　（１）　式
【０２１０】
【化７】

の、Ｎ－［２－（１，３－ジメチルブチル）フェニル］－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラ
ゾール－４－カルボキサミド（ＪＰ－Ａ　１０－２５１２４０　により知られている）；
　（２）　式
【０２１１】

【化８】

の、Ｎ－［２－（１，３－ジメチルブチル）フェニル］－５－フルオロ－１，３－ジメチ
ル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（ＷＯ　０３／０１０１４９　により知られ
ている）；
　（３）　式
【０２１２】
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【化９】

の、Ｎ－［２－（１，３－ジメチルブチル）フェニル］－５－クロロ－１，３－ジメチル
－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（ＪＰ－Ａ　１０－２５１２４０　により知ら
れている）；
　（４）　式
【０２１３】
【化１０】

の、３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－［２－（１，３－ジメチルブチル）フェニル］－１
－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド；
　（５）　式
【０２１４】

【化１１】

の、３－（トリフルオロメチル）－Ｎ－［２－（１，３－ジメチルブチル）フェニル］－
５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（ＷＯ　２００４／
０６７５１５　により知られている）；
　（６）　式
【０２１５】

【化１２】

の、３－（トリフルオロメチル）－Ｎ－［２－（１，３－ジメチルブチル）フェニル］－
５－クロロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（ＪＰ－Ａ　１０－２
５１２４０　により知られている）；
　（７）　式
【０２１６】
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【化１３】

の、１，３－ジメチル－Ｎ－［２－（１，３，３－トリメチルブチル）フェニル］－１Ｈ
－ピラゾール－４－カルボキサミド；
　（８）　式
【０２１７】
【化１４】

の、５－フルオロ－１，３－ジメチル－Ｎ－［２－（１，３，３－トリメチルブチル）フ
ェニル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（ＷＯ　０３／０１０１４９　により
知られている）；
　（９）　式
【０２１８】

【化１５】

の、３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－Ｎ－［２－（１，３，３－トリメチルブチ
ル）フェニル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド；
　（１０）　式
【０２１９】
【化１６】

の、３－（トリフルオロメチル）－１－メチル－Ｎ－［２－（１，３，３－トリメチルブ
チル）フェニル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド；
　（１１）　式
【０２２０】
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【化１７】

の、３－（トリフルオロメチル）－５－フルオロ－１－メチル－Ｎ－［２－（１，３，３
－トリメチルブチル）フェニル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（ＷＯ　２０
０４／０６７５１５　により知られている）；
　（１２）　式
【０２２１】
【化１８】

の、３－（トリフルオロメチル）－５－クロロ－１－メチル－Ｎ－［２－（１，３，３－
トリメチルブチル）フェニル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド；
　（１３）　式
【０２２２】

【化１９】

の、Ｎ－［２－（１，３－ジメチルブチル）フェニル］－２－ヨードベンズアミド（ＷＯ
　２００４／００５２４２　により知られている）；
　（１４）　式
【０２２３】
【化２０】

の、２－ヨード－Ｎ－［２－（１，３，３－トリメチルブチル）フェニル］ベンズアミド
（ＷＯ　２００４／００５２４２　により知られている）；
　（１５）　式
【０２２４】
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【化２１】

の、Ｎ－［２－（１，３－ジメチルブチル）フェニル］－２－（トリフルオロメチル）ベ
ンズアミド（ＷＯ　２００４／００５２４２　により知られている）；
　（１６）　式
【０２２５】
【化２２】

の、２－（トリフルオロメチル）－Ｎ－［２－（１，３，３－トリメチルブチル）フェニ
ル］ベンズアミド（ＷＯ　２００４／００５２４２　により知られている）；
　（１７）　式
【０２２６】

【化２３】

の、ボスカリド（ＤＥ－Ａ　１９５３１８１３　により知られている）；
　（１８）　式
【０２２７】
【化２４】

の、Ｎ－（３－ｐ－トリルチオフェン－２－イル）－１－メチル－３－トリフルオロメチ
ル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（ＥＰ－Ａ　０７３７６８２　により知られ
ている）；
　（１９）　式
【０２２８】
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【化２５】

の、ペンチオピラド（ＥＰ－Ａ　０７３７６８２　により知られている）；
　（２０）　式
【０２２９】
【化２６】

の、Ｎ－［２－（１，３－ジメチルブチル）フェニル］－１－メチル－４－（トリフルオ
ロメチル）－１Ｈ－ピロール－３－カルボキサミド（ＷＯ　０２／３８５４２　により知
られている）；
　（２１）　式
【０２３０】

【化２７】

の、Ｎ－（３’，４’－ジクロロ－５－フルオロ－１，１’－ビフェニル－２－イル）－
３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（ＷＯ
　０３／０７０７０５　により知られている）；
　（２２）　式
【０２３１】

【化２８】

の、３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－｛３’－フルオロ－４’－［（Ｅ）－（メトキシイ
ミノ）メチル］－１，１’－ビフェニル－２－イル｝－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－
４－カルボキサミド（ＷＯ　０２／０８１９７　により知られている）；
　（２３）　式
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【０２３２】
【化２９】

の、３－（トリフルオロメチル）－Ｎ－｛３’－フルオロ－４’－［（Ｅ）－（メトキシ
イミノ）メチル］－１，１’－ビフェニル－２－イル｝－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール
－４－カルボキサミド（ＷＯ　０２／０８１９７　により知られている）；
　（２４）　式
【０２３３】

【化３０】

の、Ｎ－（３’，４’－ジクロロ－１，１’－ビフェニル－２－イル）－５－フルオロ－
１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（ＷＯ　００／１４７０１　
により知られている）；
　（２５）　式
【０２３４】

【化３１】

の、Ｎ－（４’－クロロ－３’－フルオロ－１，１’－ビフェニル－２－イル）－２－メ
チル－４－（トリフルオロメチル）－１，３－チアゾール－５－カルボキサミド（ＷＯ　
０３／０６６６０９　により知られている）；
　（２６）　式
【０２３５】
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【化３２】

の、Ｎ－（４’－クロロ－１，１’－ビフェニル－２－イル）－４－（ジフルオロメチル
）－２－メチル－１，３－チアゾール－５－カルボキサミド（ＷＯ　０３／０６６６１０
　により知られている）；
　（２７）　式
【０２３６】

【化３３】

の、Ｎ－（４’－ブロモ－１，１’－ビフェニル－２－イル）－４－（ジフルオロメチル
）－２－メチル－１，３－チアゾール－５－カルボキサミド（ＷＯ　０３／０６６６１０
　により知られている）；
　（２８）　式
【０２３７】

【化３４】

の、４－（ジフルオロメチル）－２－メチル－Ｎ－［４’－（トリフルオロメチル）－１
，１’－ビフェニル－２－イル］－１，３－チアゾール－５－カルボキサミド（ＷＯ　０
３／０６６６１０　により知られている）；
　（２９）　式
【０２３８】
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【化３５】

の、Ｎ－（４’－ヨード－１，１’－ビフェニル－２－イル）－４－（ジフルオロメチル
）－２－メチル－１，３－チアゾール－５－カルボキサミド（ＷＯ　０３／０６６６１０
　により知られている）；
　（３０）　式
【０２３９】

【化３６】

の、Ｎ－（４’－クロロ－３’－フルオロ－１，１’－ビフェニル－２－イル）－２－メ
チル－４－（ジフルオロメチル）－１，３－チアゾール－５－カルボキサミド（ＷＯ　０
３／０６６６１０　により知られている）；
　（３１）　式
【０２４０】

【化３７】

の、チアジニル（ＵＳ　６，６１６，０５４　により知られている）；
　（３２）　式
【０２４１】

【化３８】

の、Ｎ－［２－（１，３－ジメチルブチル）フェニル］－１－メチル－４－（トリフルオ
ロメチル）－１Ｈ－ピロール－３－カルボキサミド（ＷＯ　０２／３８５４２　により知
られている）；
　（３３）　式
【０２４２】
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【化３９】

の、Ｎ－（４’－クロロビフェニル－２－イル）－３－ヨード－１－メチル－１Ｈ－ピラ
ゾール－４－カルボキサミド（ＷＯ　２００４／１０３９７５　により知られている）；
　（３４）　式
【０２４３】
【化４０】

の、４－（ジフルオロメチル）－Ｎ－［３’－フルオロ－４’－（トリフルオロメチル）
ビフェニル－２－イル］－２－メチル－１，３－チアゾール－５－カルボキサミド（ＷＯ
　０３／０６６６１０　により知られている）；
　（３５）　式
【０２４４】
【化４１】

の、３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－［２－（３，３－ジメチルブチル）フェニル］－１
－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（ＷＯ　２００５／０４２４９４　に
より知られている）；
　（３６）　式
【０２４５】

【化４２】

の、Ｎ－［２－（３，３－ジメチルブチル）フェニル］－５－フルオロ－１，３－ジメチ
ル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（ＷＯ　２００５／０４２４９４　により知
られている）；
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　（３７）　式
【０２４６】
【化４３】

の、Ｎ－［３’－フルオロ－４’－（トリフルオロメチル）ビフェニル－２－イル］－３
－ヨード－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（ＷＯ　２００４／１０
３９７５　により知られている）；
　（３８）　式
【０２４７】

【化４４】

の、３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－［２－（１，３－ジメチルブチル）－４－フルオロ
フェニル］－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（ＷＯ　２００５／０
４２４９２　により知られている）；
　（３９）　式
【０２４８】

【化４５】

の、４－（ジフルオロメチル）－２－メチル－Ｎ－｛２－［２－（トリメチルシリル）エ
チル］－３－チエニル｝－１，３－チアゾール－５－カルボキサミド。
【０２４９】
　式中のＲ１が水素を表している式（Ｉ）の化合物は、重要である。
【０２５０】
　式中のＲ１がホルミルを表している式（Ｉ）の化合物は、重要である。
【０２５１】
　さらにまた、式中のＲ１が－Ｃ（＝Ｏ）Ｃ（＝Ｏ）Ｒ２［ここで、Ｒ２は、上記で定義
されているとおりである］を表している化合物も、重要である。
【０２５２】
　Ｃ１－Ｃ２０－アルキルの定義には、アルキル基について本明細書中で定義されている
最も広い範囲が包含される。とりわけ、この定義には、以下の意味が包含される：メチル
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、エチル、ｎ－プロピル、イソプロピル、ｎ－ブチル、イソブチル、ｓ－ブチル及びｔ－
ブチル、並びに、いずれの場合も全ての異性体のペンチル類、ヘキシル類、ヘプチル類、
オクチル類、ノニル類、デシル類、ウンデシル類、ドデシル類、トリデシル類、テトラデ
シル類、ペンタデシル類、ヘキサデシル類、ヘプタデシル類、オクタデシル類、ノナデシ
ル類及びエイコシル類。これらのうちで、好ましいのは以下の意味である：メチル、エチ
ル、ｎ－プロピル、イソプロピル、ｎ－ブチル、イソブチル、ｓ－ブチル、ｔ－ブチル、
ｎ－ペンチル、１－メチルブチル、２－メチルブチル、３－メチルブチル、１，２－ジメ
チルプロピル、２，２－ジメチルプロピル、ｎ－ヘキシル、１－メチルペンチル、４メチ
ルペンチル、１，３－ジメチルブチル、３，３－ジメチルブチル、１，２，２－トリメチ
ルプロピル、ｎ－ヘプチル、１－メチルヘキシル、５－メチルヘキシル、１，４－ジメチ
ルペンチル、４，４－ジメチルペンチル、１，３，３－トリメチルブチル、１，２，３－
トリメチルブチル。
【０２５３】
　飽和炭化水素基及び不飽和炭化水素基（例えば、アルキル又はアルケニルなど）は、い
ずれの場合も、可能である限り直鎖又は分枝鎖であることができ、これは、例えばアルコ
キシにおけるように、ヘテロ原子と組合せられている場合を包含する。二重に結合してい
る炭化水素基（例えば、アルキレン（アルカンジイル））も同様に、いずれの場合も、可
能である限り直鎖又は分枝鎖であることができる。
【０２５４】
　場合により置換されていてもよい基は、１置換又は多置換されることが可能であり、こ
こで、多置換の場合、該置換基は、同一であることが可能であるか又は異なっていること
が可能である。従って、同様に、ジアルキルアミノの定義には、アルキルによって非対称
的に置換されているアミノ基（例えば、メチルエチルアミノ）も包含される。
【０２５５】
　ハロゲンで置換されている基（例えば、ハロアルキル）は、１ハロゲン化されているか
、又は、多ハロゲン化されている。多ハロゲン化の場合、当該ハロゲン原子は、同一であ
ることが可能であるか、又は、異なっていることが可能である。ここで、ハロゲンは、フ
ッ素、塩素、臭素及びヨウ素を表しており、特に、フッ素、塩素及び臭素を表している。
【０２５６】
　上記で与えられている一般的な基の定義若しくは実例又は好ましい基の定義若しくは実
例は、必用に応じて、それぞれの範囲及び好ましい範囲の間で組み合わせることができる
。当該定義は、最終生成物及び対応する前駆体と中間体の両方に適用される。
【０２５７】
　本発明の化合物は、強力な殺微生物作用を有しており、作物保護において特定のさび病
菌類（例えば、大豆さび病及びコーヒーさび病）を防除するために使用することができる
。
【０２５８】
　好ましくは、ダイズ植物の以下の病害を防除することができる：
　アルタナリア斑点病（ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｌｅａｆ　ｓｐｏｔ）（Ａｌｔｅｒｎａ
ｒｉａ　ｓｐｅｃ．　ａｔｒａｎｓ　ｔｅｎｕｉｓｓｉｍａ）、炭疽病（Ｃｏｌｌｅｔｏ
ｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｌｏｅｏｓｐｏｒｏｉｄｅｓ　ｄｅｍａｔｉｕｍ　ｖａｒ．　ｔｒｕ
ｎｃａｔｕｍ）、褐紋病（ｂｒｏｗｎ　ｓｐｏｔ）（Ｓｅｐｔｏｒｉａ　ｇｌｙｃｉｎｅ
ｓ）、紫斑病（ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｌｅａｆ　ｓｐｏｔ　ａｎｄ　ｂｌｉｇｈｔ）（
Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｋｉｋｕｃｈｉｉ）、コアネホラ葉枯病（ｃｈｏａｎｅｐｈｏｒ
ａ　ｌｅａｆ　ｂｌｉｇｈｔ）（Ｃｈｏａｎｅｐｈｏｒａ　ｉｎｆｕｎｄｉｂｕｌｉｆｅ
ｒａ　ｔｒｉｓｐｏｒａ（ｓｙｎ．））、ダクツリオホラ斑点病（ｄａｃｔｕｌｉｏｐｈ
ｏｒａ　ｌｅａｆ　ｓｐｏｔ）（Ｄａｃｔｕｌｉｏｐｈｏｒａ　ｇｌｙｃｉｎｅｓ）、べ
と病（Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｍａｎｓｈｕｒｉｃａ）、ドレクスレラ胴枯病（ｄｒｅ
ｃｈｓｌｅｒａ　ｂｌｉｇｈｔ）（Ｄｒｅｃｈｓｌｅｒａ　ｇｌｙｃｉｎｉ）、斑点病（
ｆｒｏｇｅｙｅ　ｌｅａｆ　ｓｐｏｔ）（Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏｊｉｎａ）、そば
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かす病（ｌｅｐｔｏｓｐｈａｅｒｕｌｉｎａ　ｌｅａｆ　ｓｐｏｔ）（Ｌｅｐｔｏｓｐｈ
ａｅｒｕｌｉｎａ　ｔｒｉｆｏｌｉｉ）、灰星病（ｐｈｙｌｌｏｓｔｉｃａ　ｌｅａｆ　
ｓｐｏｔ）（Ｐｈｙｌｌｏｓｔｉｃｔａ　ｓｏｊａｅｃｏｌａ）、うどんこ病（Ｍｉｃｒ
ｏｓｐｈａｅｒａ　ｄｉｆｆｕｓａ）、ピレノカエタ斑点病（ｐｙｒｅｎｏｃｈａｅｔａ
　ｌｅａｆ　ｓｐｏｔ）（Ｐｙｒｅｎｏｃｈａｅｔａ　ｇｌｙｃｉｎｅｓ）、葉腐病（ｒ
ｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ａｅｒｉａｌ，　ｆｏｌｉａｇｅ，　ａｎｄ　ｗｅｂ　ｂｌｉｇ
ｈｔ）（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ）、さび病（Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐ
ａｃｈｙｒｈｉｚｉ）、黒とう病（Ｓｐｈａｃｅｌｏｍａ　ｇｌｙｃｉｎｅｓ）、ステム
フィリウム葉枯病（ｓｔｅｍｐｈｙｌｉｕｍ　ｌｅａｆ　ｂｌｉｇｈｔ）（Ｓｔｅｍｐｈ
ｙｌｉｕｍ　ｂｏｔｒｙｏｓｕｍ）、褐色輪紋病（Ｃｏｒｙｎｅｓｐｏｒａ　ｃａｓｓｉ
ｉｃｏｌａ）、黒根腐病（Ｃａｌｏｎｅｃｔｒｉａ　ｃｒｏｔａｌａｒｉａｅ）、炭腐病
（Ｍａｃｒｏｐｈｏｍｉｎａ　ｐｈａｓｅｏｌｉｎａ）、赤かび病（ｆｕｓａｒｉｕｍ　
ｂｌｉｇｈｔ　ｏｒ　ｗｉｌｔ，　ｒｏｏｔ　ｒｏｔ，　ａｎｄ　ｐｏｄ　ａｎｄ　ｃｏ
ｌｌａｒ　ｒｏｔ）（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｏｒ
ｔｈｏｃｅｒａｓ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｅｍｉｔｅｃｔｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｅｑ
ｕｉｓｅｔｉ）、ミコレプトジスクス根腐病（ｍｙｃｏｌｅｐｔｏｄｉｓｃｕｓ　ｒｏｏ
ｔ　ｒｏｔ）（Ｍｙｃｏｌｅｐｔｏｄｉｓｃｕｓ　ｔｅｒｒｅｓｔｒｉｓ）、根腐病（ｎ
ｅｏｃｏｓｍｏｓｐｏｒａ）（Ｎｅｏｃｏｓｍｏｐｓｐｏｒａ　ｖａｓｉｎｆｅｃｔａ）
、黒点病（Ｄｉａｐｏｒｔｈｅ　ｐｈａｓｅｏｌｏｒｕｍ）、茎腐爛病（ｓｔｅｍ　ｃａ
ｎｋｅｒ）（Ｄｉａｐｏｒｔｈｅ　ｐｈａｓｅｏｌｏｒｕｍ　ｖａｒ．　ｃａｕｌｉｖｏ
ｒａ）、茎疫病（ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｒｏｔ）（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｍ
ｅｇａｓｐｅｒｍａ）、落葉病（ｂｒｏｗｎ　ｓｔｅｍ　ｒｏｔ）（Ｐｈｉａｌｏｐｈｏ
ｒａ　ｇｒｅｇａｔａ）、根茎腐敗病（ｐｙｔｈｉｕｍ　ｒｏｔ）（Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａ
ｐｈａｎｉｄｅｒｍａｔｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｉｒｒｅｇｕｌａｒｅ、Ｐｙｔｈｉｕｍ
　ｄｅｂａｒｙａｎｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｍｙｒｉｏｔｙｌｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕ
ｌｔｉｍｕｍ）、リゾクトニア根腐病（ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｒｏｏｔ　ｒｏｔ，　
ｓｔｅｍ　ｄｅｃａｙ，　ａｎｄ　ｄａｍｐｉｎｇ－ｏｆｆ）（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ
　ｓｏｌａｎｉ）、菌核病（ｓｃｌｅｒｏｔｉｎｉａ　ｓｔｅｍ　ｄｅｃａｙ）（Ｓｃｌ
ｅｒｏｔｉｎｉａ　ｓｃｌｅｒｏｔｉｏｒｕｍ）、スクレロチニアサウザンブライト病（
ｓｃｌｅｒｏｔｉｎｉａ　ｓｏｕｔｈｅｒｎ　ｂｌｉｇｈｔ）（Ｓｃｌｅｒｏｔｉｎｉａ
　ｒｏｌｆｓｉｉ）、チエラビオプシス根腐病（ｔｈｉｅｌａｖｉｏｐｓｉｓ　ｒｏｏｔ
　ｒｏｔ）（Ｔｈｉｅｌａｖｉｏｐｓｉｓ　ｂａｓｉｃｏｌａ）。特に好ましくは、ファ
コプソラ・パキリジ（Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉ）を防除するために
式（Ｉ）のカルボキサミド類を使用する。
【０２５９】
　本発明の場合は、望ましくない微生物は、上記で挙げた生物を意味するものと理解され
る。従って、本発明の化合物を用いて、処理後ある一定の期間、上記病原体による攻撃に
対して植物を保護することができる。この保護が達成される期間は、当該活性化合物によ
る植物の処理から、一般に、１から１０日間、好ましくは、１から７日間である。
【０２６０】
　植物病害を防除するために必要とされる濃度の該活性化合物に対して、植物は十分な耐
性を有しているという事実により、植物の地上部、栄養繁殖器官（ｖｅｇｅｔａｔｉｖｅ
　ｐｒｏｐａｇａｔｉｏｎ　ｍａｔｅｒｉａｌ）及び種子、並びに、土壌に対して処理す
ることが可能である。
【０２６１】
　これに関連して、式（Ｉ）のカルボキサミド類を、ダイズの病害を防除するために、例
えば、ファコプソラ類（Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）に対して使用して、特
に良好な結果を得ることができる。
【０２６２】
　式（Ｉ）のカルボキサミド類は、収量を増大させるのにも適している。さらに、それら
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は、毒性の程度が低く、また、植物は充分な耐性を示す。
【０２６３】
　本発明により、全ての植物及び植物の部分を処理することができる。本明細書において
、植物というのは、望ましい及び望ましくない野生植物又は作物植物（自然発生した作物
植物を包含する）のような全ての植物及び植物群を意味するものと理解される。作物植物
は、慣習的な育種法及び最適化法によるか、又は、生物工学的方法及び遺伝子工学的方法
によるか、又は、それら方法を組み合わせたものにより得ることが可能な植物であり得る
。そのような作物植物には、トランスジェニック植物も包含され、また、植物育種家の権
利によって保護することができるか又は保護することができない植物品種も包含される。
植物の部分は、植物の地上及び地下の全ての部分及び全ての器官、例えば、枝条、葉、花
及び根などを意味するものと理解される。挙げることができる例は、葉、針状葉、茎（ｓ
ｔａｌｋ）、幹（ｓｔｅｍ）、花、子実体、果実及び種子などであり、また、根、塊茎及
び根茎なども挙げることができる。植物の部分には、さらに、収穫物（ｈａｒｖｅｓｔｅ
ｄ　ｍａｔｅｒｉａｌ）、並びに、栄養繁殖器官及び生殖繁殖器官（ｖｅｇｅｔａｔｉｖ
ｅ　ａｎｄ　ｇｅｎｅｒａｔｉｖｅ　ｐｒｏｐａｇａｔｉｏｎ　ｍａｔｅｒｉａｌ）、例
えば、挿し穂（ｃｕｔｔｉｎｇ）、塊茎、根茎、接ぎ穂（ｓｌｉｐ）及び種子なども包含
される。
【０２６４】
　上記活性化合物を用いた植物及び植物の部分の本発明による処理は、慣習的な処理方法
により、例えば、浸漬、散布、気化、霧化、ばらまき（ｂｒｏａｄｃａｓｔｉｎｇ）又は
塗布（ｐａｉｎｔｉｎｇ）などにより、直接的に行うか、又は、植物若しくは植物の部分
の周囲、生息環境若しくは貯蔵場所に作用させることにより行い、また、繁殖器官（ｐｒ
ｏｐａｇａｔｉｏｎ　ｍａｔｅｒｉａｌ）の場合、特に種子の場合は、さらに、単層コー
ティング又は多層コーティングにより行う。
【０２６５】
　上記活性化合物は、それらのそれぞれの物理的及び／又は化学的特性に応じて、慣習的
な製剤、例えば、溶液剤、エマルション剤、懸濁液剤、粉末剤、泡剤、ペースト剤、粒剤
、エーロゾル剤、高分子物質中の微細カプセル剤、及び、種使用のコーティング組成物な
どに変換することが可能であり、また、ＵＬＶ冷煙霧用製剤（ｃｏｌｄ－ｆｏｇｇｉｎｇ
　ｆｏｒｍｕｌａｔｉｏｎ）及びＵＬＶ温煙霧用製剤（ｗａｒｍ－ｆｏｇｇｉｎｇ　ｆｏ
ｒｍｕｌａｔｉｏｎ）などに変換することも可能である。
【０２６６】
　これらの製剤は、既知方法により、例えば、場合により界面活性剤（即ち、乳化剤及び
／又は分散剤及び／又は泡形成剤）を使用して、該活性化合物を増量剤（即ち、液体溶媒
、加圧下の液化ガス及び／又は固体担体）と混合させることにより製造する。使用する増
量剤が水である場合、例えば有機溶媒を補助溶媒として使用することもできる。適する液
体溶媒は、本質的に、芳香族化合物、例えば、キシレン、トルエン若しくはアルキルナフ
タレン類、塩素化芳香族化合物又は塩素化脂肪族炭化水素、例えば、クロロベンゼン類、
クロロエチレン類若しくは塩化メチレン、脂肪族炭化水素、例えば、シクロヘキサン若し
くはパラフィン類、例えば、鉱油留分、アルコール類、例えば、ブタノール若しくはグリ
コール、及びそれらのエーテル及びエステル、ケトン類、例えば、アセトン、メチルエチ
ルケトン、メチルイソブチルケトン若しくはシクロヘキサノン、強極性溶媒、例えば、ジ
メチルホルムアミド及びジメチルスルホキシドなどであり、また、水も適している。液化
ガス増量剤又は担体は、周囲温度及び大気圧下では気体である液体、例えば、エーロゾル
噴射剤、例えば、ハロゲン化炭化水素、並びに、ブタン、プロパン、窒素及び二酸化炭素
などである。固体担体としては以下のものが適している：例えば、粉砕した天然鉱物、例
えば、カオリン、クレー、タルク、チョーク、石英、アタパルジャイト、モンモリロナイ
ト又は珪藻土、並びに、粉砕した合成鉱物、例えば、微粉砕した（ｆｉｎｅｌｙ　ｄｉｖ
ｉｄｅｄ）シリカ、アルミナ及びシリケートなど。粒剤用の固体担体としては以下のもの
が適している：例えば、粉砕し分別した天然岩石、例えば、方解石、軽石、大理石、海泡
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石及び苦灰岩、並びに、無機粗挽き粉及び有機粗挽き粉からなる合成顆粒、並びに、有機
材料（例えば、おがくず、ココナッツの殻、トウモロコシの穂軸及びタバコの茎など）か
らなる顆粒など。乳化剤及び／又は泡形成剤としては以下のものが適している：例えば、
非イオン性及びアニオン性乳化剤、例えば、ポリオキシエチレン脂肪酸エステル類、ポリ
オキシエチレン脂肪アルコールエーテル類、例えば、アルキルアリールポリグリコールエ
ーテル類、アルキルスルホネート類、アルキルスルフェート類、アリールスルホネート類
、又は、タンパク質加水分解産物など。分散剤としては以下のものが適している：例えば
、リグノスルファイト廃液及びメチルセルロースなど。
【０２６７】
　上記製剤において、粘着付与剤、例えば、カルボキシメチルセルロース、並びに、粉末
、顆粒又はラテックスの形態にある天然ポリマー及び合成ポリマー、例えば、アラビアゴ
ム、ポリビニルアルコール及びポリ酢酸ビニル、並びに、天然リン脂質、例えば、セファ
リン及びレシチン、並びに、合成リン脂質などを使用することができる。使用することが
可能な別の添加剤は、鉱油及び植物油である。
【０２６８】
　着色剤、例えば、無機顔料、例えば、酸化鉄、酸化チタン及びプルシアンブルー、並び
に、有機染料、例えば、アリザリン染料、アゾ染料及び金属フタロシアニン染料、並びに
、微量栄養素、例えば、鉄塩、マンガン塩、ホウ素塩、銅塩、コバルト塩、モリブデン塩
及び亜鉛塩などを使用することができる。
【０２６９】
　上記製剤は、一般に、０．１から９５重量％の活性化合物、好ましくは、０．５から９
０重量％の活性化合物を含んでいる。
【０２７０】
　式（Ｉ）のカルボキサミド類は、それ自体として、又は、その製剤において、既知の殺
菌剤、殺細菌剤、殺ダニ剤、殺線虫剤又は殺虫剤との混合物して使用することも可能であ
り、それにより、例えば、活性スペクトルを広げたり、又は、抵抗性の発達を防止したり
することができる。多くの場合、相乗効果が得られる。即ち、該混合物の活性は、個々の
成分の活性よりも大きい。
【０２７１】
　混合物中における共成分の例は、以下の化合物である。
【０２７２】
　殺菌剤：
２－フェニルフェノール；８－ヒドロキシキノリンスルフェート；アシベンゾラル－Ｓ－
メチル；アルジモルフ；アミドフルメト；アンプロピルホス；アンプロピルホス－カリウ
ム；アンドプリム；アニラジン；アザコナゾール；アゾキシストロビン；ベナラキシル；
ベノダニル；ベノミル；ベンチアバリカルブ－イソプロピル；ベンザマクリル；ベンザマ
クリル－イソブチル；ビラナホス；ビナパクリル；ビフェニル；ビテルタノール；ブラス
トサイジン－Ｓ；ボスカリド；ブロムコナゾール；ブピリメート；ブチオベート；ブチル
アミン；多硫化カルシウム；カプシマイシン（ｃａｐｓｉｍｙｃｉｎ）；キャプタホール
；キャプタン；カルベンダジム；カルボキシン；カルプロパミド；カルボン；キノメチオ
ネート；クロベンチアゾン；クロルフェナゾール；クロロネブ；クロロタロニル；クロゾ
リネート；クロジラコン；シアゾファミド；シフルフェナミド；シモキサニル；シプロコ
ナゾール；シプロジニル；シプロフラム；Ｄａｇｇｅｒ　Ｇ；デバカルブ；ジクロフルア
ニド；ジクロン；ジクロロフェン；ジクロシメット；ジクロメジン；ジクロラン；ジエト
フェンカルブ；ジフェノコナゾール；ジフルメトリム；ジメチリモール；ジメトモルフ；
ジモキシストロビン；ジニコナゾール；ジニコナゾール－Ｍ；ジノカップ；ジフェニルア
ミン；ジピリチオン；ジタリムホス；ジチアノン；ドジン；ドラゾクソロン；エジフェン
ホス；エポキシコナゾール；エタボキサム；エチリモール；エトリジアゾール；ファモキ
サドン；フェンアミドン；フェナパニル；フェナリモール；フェンブコナゾール；フェン
フラム；フェンヘキサミド；フェニトロパン；フェノキサニル；フェンピクロニル；フェ
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ンプロピジン；フェンプロピモルフ；ファーバム；フルアジナム；フルベンジミン；フル
ジオキソニル；フルメトベル（ｆｌｕｍｅｔｏｖｅｒ）；フルモルフ；フルオロイミド（
ｆｌｕｏｒｏｍｉｄｅ）；フルオキサストロビン；フルキンコナゾール；フルルプリミド
ール；フルシラゾール；フルスルファミド；フルトラニル；フルトリアホール；ホルペッ
ト；ホセチル－Ａｌ；ホセチル－ナトリウム；フベリダゾール；フララキシル；フラメト
ピル；フルカルバニル；フルメシクロックス；グアザチン；ヘキサクロロベンゼン；ヘキ
サコナゾール；ヒメキサゾール；イマザリル；イミベンコナゾール；イミノクタジン三酢
酸塩；イミノクタジントリス（アルベシル酸塩）；ヨードカルブ；イプコナゾール；イプ
ロベンホス；イプロジオン；イプロバリカルブ；イルママイシン；イソプロチオラン；イ
ソバレジオン；カスガマイシン；クレソキシム－メチル；マンゼブ；マンネブ；メフェリ
ムゾン；メパニピリム；メプロニル；メタラキシル；メタラキシル－Ｍ；メトコナゾール
；メタスルホカルブ；メトフロキサム；メチラム；メトミノストロビン；メトスルフォバ
ックス；ミルディオマイシン；ミクロブタニル；ミクロゾリン；ナタマイシン；ニコビフ
ェン；ニトロタル－イソプロピル；ノビフルムロン；ヌアリモール；オフラセ；オリサス
トロビン；オキサジキシル；オキソリン酸；オキシポコナゾール；オキシカルボキシン；
オキシフェンチイン（ｏｘｙｆｅｎｔｈｉｉｎ）；パクロブトラゾール；ペフラゾエート
；ペンコナゾール；ペンシクロン；ホスダイフェン；フタリド；ピコキシストロビン；ピ
ペラリン；ポリオキシン；ポリオキソリム；プロベナゾール；プロクロラズ；プロシミド
ン；プロパモカルブ；プロパノシン－ナトリウム（ｐｒｏｐａｎｏｓｉｎｅ－ｓｏｄｉｕ
ｍ）；プロピコナゾール；プロピネブ；プロキナジド；プロチオコナゾール；ピラクロス
トロビン；ピラゾホス；ピリフェノックス；ピリメタニル；ピロキロン；ピロキシフル；
ピロルニトリン；キンコナゾール；キノキシフェン；キントゼン；シメコナゾール；スピ
ロキサミン；硫黄；テブコナゾール；テクロフタラム；テクナゼン；テトシクラシス；テ
トラコナゾール；チアベンダゾール；チシオフェン；チフルザミド；チオファネート－メ
チル；チウラム；チオキシミド；トルクロホス－メチル；トリルフルアニド；トリアジメ
ホン；トリアジメノール；トリアズブチル；トリアゾキシド；トリシクラミド；トリシク
ラゾール；トリデモルフ；トリフロキシストロビン；トリフルミゾール；トリホリン；ト
リチコナゾール；ウニコナゾール；バリダマイシンＡ；ビンクロゾリン；ジネブ；ジラム
；ゾキサミド；（２Ｓ）－Ｎ－［２－［４－［［３－（４－クロロフェニル）－２－プロ
ピニル］オキシ］－３－メトキシフェニル］エチル］－３－メチル－２－［（メチルスル
ホニル）アミノ］ブタンアミド；１－（１－ナフタレニル）－１Ｈ－ピロール－２，５－
ジオン；２，３，５，６－テトラクロロ－４－（メチルスルホニル）ピリジン；２－アミ
ノ－４－メチル－Ｎ－フェニル－５－チアゾールカルボキサミド；２－クロロ－Ｎ－（２
，３－ジヒドロ－１，１，３－トリメチル－１Ｈ－インデン－４－イル）－３－ピリジン
カルボキサミド；３，４，５－トリクロロ－２，６－ピリジンジカルボニトリル；アクチ
ノベート（ａｃｔｉｎｏｖａｔｅ）；シス－１－（４－クロロフェニル）－２－（１Ｈ－
１，２，４－トリアゾール－１－イル）シクロヘプタノール；１－（２，３－ジヒドロ－
２，２－ジメチル－１Ｈ－インデン－１－イル）－１Ｈ－イミダゾール－５－カルボン酸
メチル；炭酸一カリウム（ｍｏｎｏｐｏｔａｓｓｉｕｍ　ｃａｒｂｏｎａｔｅ）；Ｎ－（
６－メトキシ－３－ピリジニル）シクロプロパンカルボキサミド；Ｎ－ブチル－８－（１
，１－ジメチルエチル）－１－オキサスピロ［４．５］デカン－３－アミン；四チオ炭酸
ナトリウム（ｓｏｄｉｕｍ　ｔｅｔｒａｔｈｉｏｃａｒｂｏｎａｔｅ）；並びに、銅塩及
び銅調製物、例えば、ボルドー液；水酸化銅；ナフテン酸銅；塩基性塩化銅；硫酸銅；ク
フラネブ；酸化銅；マンカッパー；オキシン銅。
【０２７３】
　殺細菌剤：
ブロノポール、ジクロロフェン、ニトラピリン、ジメチルジチオカルバミン酸ニッケル、
カスガマイシン、オクチリノン、フランカルボン酸、オキシテトラサイクリン、プロベナ
ゾール、ストレプトマイシン、テクロフタラム、硫酸銅及び別の銅剤。
【０２７４】
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　殺虫剤／殺ダニ剤／殺線虫剤：
１．　アセチルコリンエステラーゼ（ＡＣｈＥ）阻害薬
１．１　カーバメート系（例えば、アラニカルブ、アルジカルブ、アルドキシカルブ、ア
リキシカルブ、アミノカルブ、アザメチホス、ベンジオカルブ、ベンフラカルブ、ブフェ
ンカルブ、ブタカルブ、ブトカルボキシム、ブトキシカルボキシム、カルバリル、カルボ
フラン、カルボスルファン、クロエトカルブ、クマホス、シアノフェンホス、シアノホス
、ジメチラン、エチオフェンカルブ、フェノブカルブ、フェノチオカルブ、ホルメタネー
ト、フラチオカルブ、イソプロカルブ、メタム－ナトリウム、メチオカルブ、メソミル、
メトルカルブ、オキサミル、ピリミカーブ、プロメカルブ、プロポクスル、チオジカルブ
、チオファノックス、トリアザメート、トリメタカルブ、ＸＭＣ、キシリルカルブ）；
１．２　有機リン酸エステル系（例えば、アセフェート、アザメチホス、アジンホス（－
メチル，－エチル）、ブロモホス－エチル、ブロムフェンビンホス（－メチル）、ブタチ
オホス、カズサホス、カルボフェノチオン、クロルエトキシホス、クロルフェンビンホス
、クロルメホス、クロルピリホス（－メチル／－エチル）、クマホス、シアノフェンホス
、シアノホス、クロルフェンビンホス、ジメトン－Ｓ－メチル、ジメトン－Ｓ－メチルス
ルホン、ジアリホス、ダイアジノン、ジクロフェンチオン、ジクロルボス／ＤＤＶＰ、ジ
クロトホス、ジメトエート、ジメチルビンホス、ジオキサベンゾホス、ダイスルホトン、
ＥＰＮ、エチオン、エトプロホス、エトリムホス、ファムフール、フェナミホス、フェニ
トロチオン、フェンスルホチオン、フェンチオン、フルピラゾホス、ホノホス、ホルモチ
オン、ホスメチラン、ホスチアゼート、ヘプテノホス、ヨードフェンホス、イプロベンホ
ス、イサゾホス、イソフェンホス、Ｏ－サリチル酸イソプロピル、イソキサチオン、マラ
チオン、メカルバム、メタクリホス、メタミドホス、メチダチオン、メビンホス、モノク
ロトホス、ナレド、オメトエート、オキシジメトン－メチル、パラチオン（－メチル／－
エチル）、フェントエート、ホレート、ホサロン、ホスメット、ホスファミドン、ホスホ
カルブ、ホキシム、ピリミホス（－メチル／－エチル）、プロフェノホス、プロパホス、
プロペタムホス、プロチオホス、プロトエート、ピラクロホス、ピリダフェンチオン、ピ
リダチオン（ｐｙｒｉｄａｔｈｉｏｎ）、キナルホス、セブホス（ｓｅｂｕｆｏｓ）、ス
ルホテップ、スルプロホス、テブピリムホス、テメホス、テルブホス、テトラクロロビン
ホス、チオメトン、トリアゾホス、トリクロルホン、バミドチオン）；
２．　ナトリウムチャンネルモジュレーター／電位依存性ナトリウムチャンネル遮断薬
２．１　ピレスロイド系（例えば、アクリナトリン、アレスリン（ｄ－シス－トランス，
ｄ－トランス）、ベータ－シフルトリン、ビフェントリン、ビオアレスリン、ビオアレス
リン－Ｓ－シクロペンチル異性体、ビオエタノメトリン（ｂｉｏｅｔｈａｎｏｍｅｔｈｒ
ｉｎ）、ビオペルメトリン、ビオレスメトリン、クロバポルトリン（ｃｈｌｏｖａｐｏｒ
ｔｈｒｉｎ）、シス－シペルメトリン、シス－レスメトリン、シス－ペルメトリン、クロ
シトリン（ｃｌｏｃｙｔｈｒｉｎ）、シクロプロトリン、シフルトリン、シハロトリン、
シペルメトリン（アルファ－，ベータ－，シータ－，ゼータ－）、シフェノトリン、ＤＤ
Ｔ、デルタメトリン、エムペントリン（１Ｒ異性体）、エスフェンバレレート、エトフェ
ンプロックス、フェンフルトリン（ｆｅｎｆｌｕｔｈｒｉｎ）、フェンプロパトリン、フ
ェンピリトリン、フェンバレレート、フルブロシトリネート（ｆｌｕｂｒｏｃｙｔｈｒｉ
ｎａｔｅ）、フルシトリネート、フルフェンプロックス、フルメトリン、フルバリネート
、フブフェンプロックス（ｆｕｂｆｅｎｐｒｏｘ）、ガンマ－シハロトリン、イミプロト
リン、カデトリン、ラムダ－シハロトリン、メトフルトリン、ペルメトリン（シス－，ト
ランス－）、フェノトリン（１Ｒトランス異性体）、プラレトリン、プロフルトリン、プ
ロトリフェンブト（ｐｒｏｔｒｉｆｅｎｂｕｔｅ）、ピレスメトリン、レスメトリン、Ｒ
Ｕ　１５５２５、シラフルオフェン、タウ－フルバリネート、テフルトリン、テラレトリ
ン、テトラメトリン（１Ｒ異性体）、トラロメトリン、トランスフルトリン、ＺＸＩ　８
９０１、ピレトリン類（除虫菊（ｐｙｒｅｔｈｒｕｍ）））；
２．２　オキサジアジン系（例えば、インドキサカルブ）；
３．　アセチルコリン受容体作動薬／拮抗薬
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３．１　クロロニコチニル系／ネオニコチノイド系（例えば、アセタミプリド、クロチア
ニジン、ジノテフラン、イミダクロプリド、ニテンピラム、ニチアジン、チアクロプリド
、チアメトキサム）；
３．２　ニコチン、ベンスルタップ、カルタップ；
４．　アセチルコリン受容体モジュレーター
４．１　スピノシン系（例えば、スピノサド）；
５．　ＧＡＢＡ制御塩化物チャンネル拮抗薬
５．１　シクロジエン有機塩素系（例えば、カンフェクロル、クロルダン、エンドスルフ
ァン、ガンマ－ＨＣＨ、ＨＣＨ、ヘプタクロル、リンダン、メトキシクロル）；
５．２　フィプロール系（例えば、アセトプロール、エチプロール、フィプロニル、バニ
リプロール（ｖａｎｉｌｉｐｒｏｌｅ））；
６．　塩化物チャンネル活性化剤
６．１　メクチン系（例えば、アバメクチン、アベルメクチン、エマメクチン、エマメク
チン安息香酸塩、イベルメクチン、ミルベメクチン、ミルベマイシン）；
７．　幼若ホルモンミメティクス
（例えば、ジオフェノラン、エポフェノナン、フェノキシカルブ、ハイドロプレン、キノ
プレン、メトプレン、ピリプロキシフェン、トリプレン（ｔｒｉｐｒｅｎｅ））；
８．　エクジソン作動薬／ディスラプター
８．１　ジアシルヒドラジン系（例えば、クロマフェノジド、ハロフェノジド、メトキシ
フェノジド、テブフェノジド）；
９．　キチン生合成阻害薬
９．１　ベンゾイル尿素系（例えば、ビストリフルロン、クロルフルアズロン（ｃｈｌｏ
ｆｌｕａｚｕｒｏｎ）、ジフルベンズロン、フルアズロン、フルシクロクスロン、フルフ
ェノクスロン、ヘキサフルムロン、ルフェヌロン、ノバルロン、ノビフルムロン、ペンフ
ルロン（ｐｅｎｆｌｕｒｏｎ）、テフルベンズロン、トリフルムロン）；
９．２　ブプロフェジン；
９．３　シロマジン；
１０．　酸化的リン酸化阻害薬、ＡＴＰディスラプター
１０．１　ジアフェンチウロン；
１０．２　有機スズ系（例えば、アゾシクロチン、シヘキサチン、酸化フェンブタスズ）
；
１１．　Ｈ－プロトン勾配を遮断することによる酸化的リン酸化の脱共役剤
１１．１　ピロール系（例えば、クロルフェナピル）；
１１．２　ジニトロフェノール系（例えば、ビナパクリル、ジノブトン、ジノカップ、Ｄ
ＮＯＣ）；
１２．　Ｓｉｔｅ－Ｉ　電子伝達阻害薬
１２．１　ＭＥＴＩ系（例えば、フェナザキン、フェンピロキシメート、ピリミジフェン
、ピリダベン、テブフェンピラド、トルフェンピラド）；
１２．２　ヒドラメチルノン；
１２．３　ジコホル；
１３．　Ｓｉｔｅ－ＩＩ　電子伝達阻害薬
１３．１　ロテノン；
１４．　Ｓｉｔｅ－ＩＩＩ　電子伝達阻害薬
１４．１　アセキノシル、フルアクリピリム；
１５．　昆虫消化管膜の微生物ディスラプター
　バシルス・ツリンギエンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）株
１６．　脂肪合成阻害薬
１６．１　テトロン酸系（例えば、スピロジクロフェン、スピロメシフェン）；
１６．２　テトラミン酸系［例えば、３－（２，５－ジメチルフェニル）－８－メトキシ
－２－オキソ－１－アザスピロ［４．５］デク－３－エン－４－イルエチルカルボナート
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（別名：炭酸３－（２，５－ジメチルフェニル）－８－メトキシ－２－オキソ－１－アザ
スピロ［４．５］デク－３－エン－４－イルエチルエステル、ＣＡＳ　Ｒｅｇ．Ｎｏ．３
８２６０８－１０－８）、及び、炭酸シス－３－（２，５－ジメチルフェニル）－８－メ
トキシ－２－オキソ－１－アザスピロ［４．５］デク－３－エン－４－イルエチルエステ
ル（ＣＡＳ　Ｒｅｇ．Ｎｏ．２０３３１３－２５－１）］；
１７．　カルボキサミド系
（例えば、フロニカミド）；
１８．　オクトパミン作用薬
（例えば、アミトラズ）；
１９．　マグネシウム刺激ＡＴＰアーゼの阻害薬
（例えば、プロパルギット）；
２０．　フタルアミド系
（例えば、Ｎ２－［１，１－ジメチル－２－（メチルスルホニル）エチル］－３－ヨード
－Ｎ１－［２－メチル－４－［１，２，２，２－テトラフルオロ－１－（トリフルオロメ
チル）エチル］フェニル］－１，２－ベンゼンジカルボキサミド（ＣＡＳ－Ｒｅｇ．Ｎｏ
．：２７２４５１－６５－７））；
２１．　ネライストキシン類似体
（例えば、チオシクラムシュウ酸水素塩（ｔｈｉｏｃｙｃｌａｍ　ｈｙｄｒｏｇｅｎ　ｏ
ｘａｌａｔｅ）、チオスルタップ－ナトリウム（ｔｈｉｏｓｕｌｔａｐ－ｓｏｄｉｕｍ）
）；
２２．　生物学的薬剤、ホルモン又はフェロモン
（例えば、アザジラクチン、バシルス属種（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｐｅｃ．）、ベアウベ
リア属種（Ｂｅａｕｖｅｒｉａ　ｓｐｅｃ．）、コドレモン（ｃｏｄｌｅｍｏｎｅ）、メ
タリジウム属種（Ｍｅｔａｒｒｈｉｚｉｕｍ　ｓｐｅｃ．）、パエシロマイセス属種（Ｐ
ａｅｃｉｌｏｍｙｃｅｓ　ｓｐｅｃ．）、チューリンギエンシン（ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎ
ｓｉｎ）、ベルチシリウム属種（Ｖｅｒｔｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｓｐｅｃ．））；
２３．　作用機序が知られていないか又は特定されていない活性化合物
２３．１　燻蒸剤（例えば、リン化アルミニウム、臭化メチル、フッ化スルフリル）；
２３．２　選択的摂食阻害薬（例えば、氷晶石（ｃｒｙｏｌｉｔｅ）、フロニカミド、ピ
メトロジン）；
２３．３　ダニ成長阻害薬（例えば、クロフェンテジン、エトキサゾール、ヘキシチアゾ
クス）；
２３．４　アミドフルメト、ベンクロチアズ、ベンゾキシメート、ビフェナゼート、ブロ
モプロピレート、ブプロフェジン、キノメチオネート、クロルジメホルム、クロロベンジ
レート、クロロピクリン、クロチアゾベン（ｃｌｏｔｈｉａｚｏｂｅｎ）、シクロプレン
（ｃｙｃｌｏｐｒｅｎｅ）、ジシクラニル、フェノキサクリム、フェントリファニル（ｆ
ｅｎｔｒｉｆａｎｉｌ）、フルベンジミン、フルフェネリム、フルテンジン（ｆｌｕｔｅ
ｎｚｉｎ）、ゴシプルレ（ｇｏｓｓｙｐｌｕｒｅ）、ヒドラメチルノン、ジャポニルレ（
ｊａｐｏｎｉｌｕｒｅ）、メトキサジアゾン、石油、ピペロニルブトキシド、オレイン酸
カリウム、ピリダリル、スルフルラミド、テトラジホン、テトラスル、トリアラセン、ベ
ルブチン（ｖｅｒｂｕｔｉｎ）；
さらに、化合物プロピルカルバミン酸３－メチルフェニル（ツマサイドＺ）、化合物３－
（５－クロロ－３－ピリジニル）－８－（２，２，２－トリフルオロエチル）－８－アザ
ビシクロ［３．２．１］オクタン－３－カルボニトリル（ＣＡＳ　Ｒｅｇ．Ｎｏ．１８５
９８２－８０－３）及び対応する３－エンド異性体（ＣＡＳ　Ｒｅｇ．Ｎｏ．１８５９８
４－６０－５）（ｃｆ．　ＷＯ　９６／３７４９４、ＷＯ　９８／２５９２３）；
並びに、殺虫活性を有する植物抽出物、線虫類、菌類又はウイルス類を含んでいる調製物
。
【０２７５】
　本発明の活性化合物は、そのままでも使用することができるし、それらの製剤の形態で
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又はそれらから調製される使用形態で、例えば、即時使用可能な（ｒｅａｄｙ－ｔｏ－ｕ
ｓｅ）溶液剤、懸濁液剤、水和剤、ペースト剤、可溶性粉末剤、粉剤及び顆粒剤などの形
態でも使用することができる。それらは、慣習的な方法で、例えば、灌水（ｐｏｕｒｉｎ
ｇ）、散布、噴霧、ばらまき（ｂｒｏａｄｃａｓｔｉｎｇ）、散粉、泡状散布（ｆｏａｍ
ｉｎｇ）、塗布などにより施用する。さらに、本発明の活性化合物は、微量散布法（ｕｌ
ｔｒａ－ｌｏｗ　ｖｏｌｕｍｅ　ｍｅｔｈｏｄ）により施用することも可能であり、又は
、該活性化合物の調製物若しくは活性化合物自体を土壌に注入することも可能である。植
物の種子を処理することも可能である。
【０２７６】
　式（Ｉ）のカルボキサミドを殺菌剤として使用する場合、その施用量は、施用の種類に
応じて、相当な範囲で変えることができる。植物の部分への処理では、該活性化合物の施
用量は、一般に、０．１から１００００ｇ／ｈａ、好ましくは、１０から１０００ｇ／ｈ
ａである。種子の処理に関しては、該活性化合物の施用量は、一般に、種子１ｋｇ当たり
０．００１から５０ｇ、好ましくは、種子１ｋｇ当たり０．０１から１０ｇである。土壌
の処理に関しては、該活性化合物の施用量は、一般に、０．１から１００００ｇ／ｈａ、
好ましくは、１から５０００ｇ／ｈａである。
【０２７７】
　既に上記で述べたように、本発明により、全ての植物及びそれらの部分を処理すること
ができる。好ましい実施形態では、野生で見られるか又は交雑育種若しくはプロトプラス
ト融合のような慣習的な生物学的育種法により得られた植物種及び植物品種、並びに、そ
の部分を処理する。好ましいさらに別の実施形態では、適切な場合には慣習的な方法と組
み合わせた、組換え法により得られたトランスジェニック植物及び植物品種（遺伝子組換
え生物（ｇｅｎｅｔｉｃａｌｌｙ　ｍｏｄｉｆｉｅｄ　ｏｒｇａｎｉｓｍｓ））及びそれ
らの部分を処理する。用語「部分（ｐａｒｔｓ）」又は「植物の部分（ｐａｒｔｓ　ｏｆ
　ｐｌａｎｔｓ）」又は「植物の部分（ｐｌａｎｔ　ｐａｒｔｓ）」については、上記で
説明した。
【０２７８】
　特に好ましくは、いずれの場合も市販されているか又は使用されている植物品種の植物
を本発明により処理する。植物品種は、慣習的な栽培より得られたか、突然変異誘発より
得られたか、あるいは、組換えＤＮＡ技術により得られた、新しい特性（「形質」）を有
する植物を意味するものと理解される。それらは、栽培品種、品種、生物型又は遺伝子型
であることができる。
【０２７９】
　植物種又は植物品種、それらの生育場所及び生育条件（土壌、気候、生育期、養分）に
応じて、本発明により処理したときに相加効果を超える効果（「相乗効果」）が得られる
場合もある。従って、例えば、施用量の低減、及び／又は、活性スペクトルの拡大、及び
／又は、本発明により使用可能な物質及び組成物の活性の増大、植物の良好な生育、高温
及び低温に対する耐性の向上、渇水又は水中若しくは土壌中の塩分に対する耐性の向上、
開花能力の向上、収穫の容易性の向上、より早い成熟、収穫量の増加、収穫された生産物
の品質の向上及び／又は栄養価の増加、収穫された生産物の貯蔵安定性の向上及び／又は
加工性の向上などが可能であり、これらは、実際に予期された効果を超えるものである。
【０２８０】
　本発明により処理する好ましいトランスジェニック植物又は植物品種（即ち、遺伝子工
学により得られた植物品種）には、特に有利で有益な特性（「形質」）を植物に付与する
遺伝物質を組換え修飾の結果として受け取った全ての植物が包含される。そのような特性
の例は、植物のより良好な生育、高温又は低温に対する向上した耐性、渇水又は水中若し
くは土壌中に含有される塩分に対する向上した耐性、向上した開花能力、向上した収穫の
容易性、向上した成熟速度、増加した収穫量、収穫された生産物の向上した品質及び／又
は向上した栄養価、収穫された生産物の向上した貯蔵安定性及び／又は向上した加工性な
どである。そのような特性の特に強調すべきさらなる例は、害虫（ａｎｉｍａｌ　ｐｅｓ
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ｔ）及び有害な微生物に対する植物の向上した防御力、例えば、昆虫、ダニ、植物病原性
菌類、細菌及び／又はウイルスに対する植物の向上した防御力である。また、特定の除草
活性化合物に対する植物の向上した耐性も特に強調すべき例である。挙げることができる
トランスジェニック植物の例は、重要な作物植物、例えば、禾穀類（コムギ、イネ）、ト
ウモロコシ、ダイズ、ジャガイモ、ワタ、タバコ、ナタネ、及び、果実植物（果実のリン
ゴ、ナシ、柑橘類及びグレープを有する植物）などであり、トウモロコシ、ダイズ、ジャ
ガイモ、ワタ、タバコ及びナタネは特に重要である。特に重要な形質は、植物体内で形成
された毒素の結果としての植物の昆虫類、クモ形類動物、線虫類、ナメクジ類及びカタツ
ムリ類に対する向上した防御力であり、特に、バシルス・ツリンギエンシス（Ｂａｃｉｌ
ｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）からの遺伝物質（例えば、遺伝子ＣｒｙＩＡ（ａ
）、ＣｒｙＩＡ（ｂ）、ＣｒｙＩＡ（ｃ）、ＣｒｙＩＩＡ、ＣｒｙＩＩＩＡ、ＣｒｙＩＩ
ＩＢ２、Ｃｒｙ９ｃ、Ｃｒｙ２Ａｂ、Ｃｒｙ３Ｂｂ及びＣｒｙＩＦ並びにそれらの組合せ
）により植物体内で形成された毒素の結果としての植物の昆虫類、クモ形類動物、線虫類
、ナメクジ類及びカタツムリ類に対する向上した防御力である（以下、「Ｂｔ植物」と称
する）。同様に特に重要な形質は、全身獲得抵抗性（ＳＡＲ）、システミン（ｓｙｓｔｅ
ｍｉｎ）、フィトアレキシン、エリシター、並びに、抵抗性遺伝子及び対応して発現され
るタンパク質及び毒素による、植物の菌類、細菌類及びウイルス類に対する向上した防御
力である。特に重要なさらに別の形質は、特定の除草活性化合物（例えば、イミダゾリノ
ン系、スルホニル尿素系、グリホセート又はホスフィノトリシンなど）に対する植物の向
上した耐性である（例えば、「ＰＡＴ」遺伝子）。望ましい該形質を付与する遺伝子は、
当該トランスジェニック植物体内において、相互に組み合わせて存在させることも可能で
ある。挙げることができる「Ｂｔ植物」の例は、トウモロコシ品種、ワタ品種、ダイズ品
種及びジャガイモ品種であり、これらは、ＹＩＥＬＤ　ＧＡＲＤ（登録商標）（例えば、
トウモロコシ、ワタ、ダイズ）、ＫｎｏｃｋＯｕｔ（登録商標）（例えば、トウモロコシ
）、ＳｔａｒＬｉｎｋ（登録商標）（例えば、トウモロコシ）、Ｂｏｌｌｇａｒｄ（登録
商標）（ワタ）、Ｎｕｃｏｔｏｎ（登録商標）（ワタ）、及び、ＮｅｗＬｅａｆ（登録商
標）（ジャガイモ）の商品名で販売されている。挙げることができる除草剤耐性植物の例
は、トウモロコシ品種、ワタ品種及びダイズ品種であり、これらは、Ｒｏｕｎｄｕｐ　Ｒ
ｅａｄｙ（登録商標）（グリホセートに対する耐性、例えば、トウモロコシ、ワタ、ダイ
ズ）、Ｌｉｂｅｒｔｙ　Ｌｉｎｋ（登録商標）（ホスフィノトリシンに対する耐性、例え
ば、ナタネ）、ＩＭＩ（登録商標）（イミダゾリノン系に対する耐性）、及び、ＳＴＳ（
登録商標）（スルホニル尿素系に対する耐性、例えば、トウモロコシ）の商品名で販売さ
れている。挙げることができる除草剤抵抗性植物（除草剤耐性に関して慣習的な方法で品
種改良された植物）には、さらに、Ｃｌｅａｒｆｉｅｌｄ（登録商標）（例えば、トウモ
ロコシ）の商品名で販売されている品種などがある。もちろん、ここで述べたことは、こ
れらの遺伝形質を有するか又はこれから開発される遺伝形質を有し、将来において開発及
び／又は販売される植物品種にも適用される。
【０２８１】
　ここで挙げた植物は、本発明に従い、特に有利な方法で、一般式（Ｉ）の化合物又は本
発明の活性化合物混合物で処理することができる。該活性化合物又は混合物について上記
で述べた好ましい範囲は、これらの植物の処理にも適用される。特に重要なのは、本明細
書内で具体的に言及されている化合物又は混合物による植物の処理である。
【実施例】
【０２８２】
　式（Ｉ）のカルボキサミド類の使用について、下記実施例により例証する。
【０２８３】
　使用実施例
　実施例Ａ
　大豆さび病防除試験／散布施用
【０２８４】
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　被験物質の調製：
　５重量部の式（Ｉ）のカルボキサミド、１４２．４重量部のアセトン及び７．５重量部
の乳化剤（ポリオキシエチレンアルキルフェニルエーテル）を混合させ、水を用いて所望
の濃度に調製した。
【０２８５】
　試験方法：
　直径７．５ｃｍのプラスチック製容器内で、ダイズ（品種：Ｅｎｒｅｉ）を栽培した。
いずれの場合も３つの容器内で、２．３葉期に達した実生に、６ｍＬの被験物質（上記調
製物）を散布した。散布の１日後、その葉に、ファコプソラ・パキリジ（Ｐｈａｋｏｐｓ
ｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉ）の夏胞子懸濁液（１×１０５夏胞子／ｍＬ）を用いて接
種した。その接種をしてから１４日後、各容器について、感染の程度を評価し、効力を計
算した。薬害についても、モニターした。
【０２８６】
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